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ヨアヒム・ハテ ィニール 《エジプト逃避途上の休息》



昭和44年度購入作品の報告

(新収作品目録参照)

山田智三郎
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同世西洋美術館は， IIjgf日44年度の防人予算

5，000万円を もって，絵岡 5点， 素描 l点，彫刻l

l 点，計 7点を購入した 絵岡はフラ ンドノレ ・

ルネッサンスの阿家/、ティニーノレの小然出阿，

17世紀オランダのj凪景阿の代表作家ヤコブ ・ロ

イスダールの風景両，スヘインのバロック絵画

の代 去 作 家の一人であるムリーリョの油絵習

作， フランス ・ロココの雅宴画家ハテノレの小

lJI九英同肖像画の黄金時代を代表する画家の

人レイノルズの肖像画で，いずれも，その時代

を代表する美術史仁重要な作家の作品であり，

しイノノレズの肖像iI司を除いては小品ではある

が. いずれも各作家の芸術 とその版式を|・三分

に示す優秀な作品である。

以下作作品について的 iP.な説明を，f12して作JIll

lU，~人の報作とする

ヨアヒム ・パティニール (1485?-1524) 

《エジプト逃避途上の休息》

illl彩 似 "I V~/ 、ネノレ 31 x20羽Ij¥ 1) ~ (色|火I)I)~

|時間 各 31x9柄!

もと， アムステノレダムの有名な グドステイツ

カー ・コレクションにあったもので， 111]コレク

ションの図録に|火|版が t蹴っている その後p ア

ムステノレダムのファン ・ツヴァン氏の所有とな

ったが 3 同商モン卜氏の手を経て本自Iiの所有と

なった

フランドル 両研究の村f~威で、あったマックス ・

フリードレンダ一博 |ては， この絵の鑑定書に，

Ir央のノ¥ネルはノ、ティニールの1515年頃の作 と
将えられ， ~llj翼は同時代の他の画家の仕事で、あ

ると l氾している 両翼には各 3{I百|の円形|什に，
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キリスト伝がJ苗れている。

ノ¥ティニーノレはフランドノレにおける詩的情趣

をもっ風景画の開J石者として重要な岡家で，彼

の描いた宗教闘は大きく拡がる風景画の巾に人

物を余り大きくなくfJ'占きこんだものであった

この祭!翌画の中央パネノレも 3 彼の得意とした風

景画の中央前景に，エジプトへの逃避途 1-.休息

する聖母子の姿を描き山している d 聖母子は仁l'

央に四分の L正面向きに描かれているが，それ

は礼拝の対象としての考慮からであろう ハ前述

のフリードレンダ一博士はその大著 Diealtni-

ederlanclische Malereiの第九巻で，この絵をベ

ノレリンのカウフマン ・コレクショ〉にあったIr:il

じ主題のノ、ティニールの大作 (1904年火災にあ

って破H-t修血されて現伝フラ Lクフルト ・ア

ム ・ マインのカウス氏所蔵) に )1~ ~、て描いたも

のだと指摘している (156頁) 背景の風景はこ

となっているが 3 麦を刈る人物のいる畠と，ホ

方遠景の美しい川|の流れは同じである。聖母子

は全く同じであり， ヨセフとその背後の艦馬も

ほとんど同じ構怨で、捕れている。小型の絵で、あ

るだけに，風景に対する人物の大きさの比率

は，カウフマン祭周囲の場合よりは大きくなっ

ているが，ハティニール独特の詩趣豊な向然描

写は卜一分に味える一

なおプリンストン大学のコッチ教授は，その

著 『ヨアヒム ・ハティニーノレJ(1968年下IJ)にお

いて 3 ノ¥ティニール向身の手になるカウフマン

然昭画のヴァリエーションとして，この絵阿の

外に 3 さらに 2点をあげている
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バルトロメ・エステパン・ムリーリョ (1617-1682)

《聖フスタと聖ルフィーナ》

1111彩 カンヴァス 34x 24官'1[

現在セビーリ ヤ美術館にある大作《聖フスタ

と聖/レブイナ》を描くにあたって，その構想を

油彩で;tl町L¥た習作である 現プラド美術館長ア

ング口氏は，そのムリーリョに関する小論文の

'1'でこ の荷作を桁介して， 1665年か66年の作と

しているハセビリアの寸工護聖女とあがめられる

一人の姉妹を同市の塔を支える姿で描いたもの

で，完成作は下方に捕れた上器の位置が異なる

外は、こ の習作とほぼ同じ構図で、tl官かれた今

完成作は今年 (昭和45年)東京|王l屯11，1]1物館と

朝日新聞任の共1Wによるスヘイン美術展にたま

たまil¥陳され， 日じ卜野で同図を比IlfZ検討する

機会に恵まれたゥ習作はto'iきこんではないが，

人物1 質感のこもった豊かな衣服のひだも 3

軽快に生き生きと}Niかれている。それに対し 3

完成作は大型の絵であるだけに，ムリーリョの

大作がしばしばそうであるように，弟子の手が

かなり加わっているらしく，部分的にはこの大

家にふさわしくなし、かたい表現が見られ，こと

に向って左の聖女の衣服のひだの取扱いなど，

ぎこちなく重々しい 習作は 3 作家の脳裡に性

れた構想、をそのままに，手早く筆を是らせて抽

き1+¥したものだけに，作家の美的感情がそのま

まに現われて屑り，ムリーリョ 独特の優雅さと

優しみに満ちた佳品である O
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ヤコブ・口イスダールー(1628/29-1682)作

《小さな瀧のある風景》

油彩板 27.5x 35.8相IH

イl下);に，VRのモノグラムと1661の年記あり。

17世紀のオランダ風景画美術の高さを示す例

として購入した。ケニス ・クラークはその名著

『風景画論』で，ヤコブ ・ロイスダールのこと

を， r彼はコンスタブソレ以前で、は最大の自然主
義的ヴィ ジョンの持主にかぞえらるべき人であ

りJ，r真にワーズワース的な迫力をもって，単
純な向然の位大さや哀感を 胸にうけとめた」

(利A々木英也訳) と書いているが， この風景画

は，大作ではないが，そうした彼の芸術の真価

をよく示している。この絵の樹木，岩はだ，草

地，水の流れの描写に見られる 3 微妙な色調の

変化による光と影の対比の妙は， クラークが，

この岡家によって， r事実はふたたび光によ っ
て，現実のより新しい境j或に高められた」とい

っていることの女子伊lである。

もとドイツのゴットシャノレド ・コレクショ ン

にあり， 1903年ライ プチッヒの美術館に寄贈さ

れ，同館に長らくあった (1924年の同館のカタ

ログによると目録番号807)。その後，同館の現

館長ウイ ンクラー博士から筆者宛ての書翰によ

れば， 1933年モムベノレの絵画二点と交 換 され

て， アムステノレダムの画商ド ・ボーノレのものと

なった。モムペノレの作品は少ないのみならず 3

当時モンペノレの美術史的価値が再認識されはじ

めたからであろう 。その後売却されてストック

ホルムの個人蔵となり， 1955年さらに売られて

パリのグェノレトハイマ一氏の所蔵となった。

5 

ホーフステード ・ド・グロートの17世紀オラ

ンダ絵画の作品目録には作品番号237として，

ヤコブ ・ローゼンベノレク教授の 『ヤコブ ・ロイ

スダーノレ.1l (1928年干IJ)には作品番号 584とし

て載っている。

ジャン・パテイスト ・フランソア・パテル
(1695-1736) 

《野営 (兵士の休息))) 

油彩板 17x23腕

気むずかし屋であったワトーの唯一の直弟子

で，その華麗で詩的な芸術様式を忠実に継承し

たパテノレの可愛らしい佳作である。ワトーの作

品を買うことが全く不可能な現在，彼の作品に

更るものとして，初期ロココ絵画の美と様式を

示す典型的な作品として購入した。ワトーとパ

テルが特に得意とした雅宴画ではないが，やは

り得意の題材である男女遊楽の楽しさを描く華

麗，優雅な風俗画である。雅宴画が貴族の生活

を理想化して描いたように 3 この絵も兵士の生

活と周囲の自然を詩化し，優雅化して描いてい

る。そうすることによって愛の歓びと人生の楽

しさを(師と同じように身体が弱く，早死を怖

れていたパテノレは， 自然の美しさも，生きるこ

との飲びをも，人一倍強 く感じていたように思

われる)華やかに唱い上げている。

ワトーは若い時兵士を題材にした風俗画を描

き，雅宴画を描くようになってからも，兵士を

題材にした男女遊楽の図を何点か描いている。

現在は失なわれているが，そうした絵が何点か

コシャンやモローによって銅版画に複製され

いる。その一つがモローによって版刻されてい



る《縦隊行進》と《休息》の一刻である。この

《休息》からアイデアをりて Wiれたと忠われる

のが， このハテノレの《野営》であるつ

この絵円体も|、Jiiにはワトーの作かと身えら

れ 3 クロード ・フィリッフス (ClaudePhillips) 

の 7アントワーヌ ・ワト-~ (18951f干IJ)には，
そのようにIむされている (28点λ筆触に生気が

みなぎっていて 3 ノ、テノレにしては非常'に川来の

好い絵であるが 3 一・、「とした身体の即Jきや 3 光

と陰の微妙なたわむれに心の到Jきを伝えるワト

ー独特 の表現に欠けていて，やはり弟子の作で

あることを思わせる。

この絵は， 1891年冬のロンドンのロイヤノレ ・

アカデミー主催の「オーノレド ・マスターズ」の

展覧会にワトーの作品として11¥品された。同展

のカタログの47番 《野常》がこれで 3 故ジェー

ムス嬢所蔵として， r兵 |でと女達がいくつかの
テントの外で来しんでいる。そのうちの一人の

女性と一人の子供は櫨馬に乗っている。中景に

城があり p その背後に正のある風景が十!?lかれて

いる。パネノレ， 6.5 x 8.2インチ」と記載 されて

いる。 この展覧会後，数ヶ月して 3 この絵を含

むジェームス ・コレクションci'.武ジェームス嬢

の父親が蒐めたも の)はクリスティで競売され

fこ。

ジョシュア・レイノルズ (1723-1792)

《ホルダネス伯，口パート ・ダーシーの肖像》

油彩 カンヴァス 76.2x 63.5腕

英国の生んだ二大門像画家の一人， レイノノレ

ズの中期の作品で， 1752年， 3年間のイタリア

6 

}J祈Jから帰ってから 3年後の作品である。地味

な男性門(象であるが，この画家の対象の特性を

生々とJNiきIUす達者な技巧をよく示しており，

後期の，ルーベンスから習った輝きのある色調

は兄 られないが， 18世紀に発達した英国の肖像

画芸術の好例として購入した。 レイノノレズの肖

像画依頼者帳簿の1755年 2月の部の記載によっ

て，この絵は1755年にJo'iかれたことが分る03

~I寺 レイノ/レズは既に肖像画家として声名高くロ

ンドンの社交界の寵児になっていた。また拙か

れたロバート ・ダーシーはこの時既に，駐ヴェ

ニス共和国大使や駐オランダ全権公伎を歴任

し，大臣にもなったことのある官界の重要人物

であった。 レイノノレズ、がHliし、fこムー人ノ¥ンテイン

グドン卿 の門像画を見て非常に気に入り， レイ

ノノレズにI1己の肖像画を依願したのだという 。
彼の友人メーソ ンが，こ の絵をJ11戸、た[1寺立会っ

て，そのJII~ きぶりを書いたものが現存してい

るO

ロパート ・ダーシーの孫娘は， 二代円のチチ

ェスターイILI爵ト ーマスと高古yf干し， この肖{象はそ

れ以来チチェスタ一家に;最近まで伝わった。ま

た，この絵は1811年クーパーによって銅版画に

複製されている。

ウジエーヌ・ドラク口ア (1798-1863)

《人々を慰める平和の女神)) (京i"W)
鉛筆紙 20x39糎

中央下部に， ドラクロアのアトリエ印が押さ

れているだけで 3 来歴は分らないが，高階技官

を中心として本館館員が調べたところによれ



ば， ドラクロアがノ、リ luJr17の「、|勾HのII¥JJの に成功した，ブーノレデ、/レ芸術のq-y性を示す{製作

天)I:pfii ( 1854午~ 3 ) J完成) 1871年焼失)をJ11iく の J つである。

に際して， 柿忽を料るためにJr'iil 、たぷ1-r'iiの ーつ

かと足l、われる。

ドラクロアが，絵全体の十1\']忽を jl'l~ いたぶHúに

は 3 ド11j;包!の湧くが主主にそれをぷlιくJillliき山 し

たものと， ・つの十時間がかなりまとまってか

ら， 比l校IYJ了背fに，ディテールにも本11、!?気を使

ってJNil、たもの(例， フォグ夫術館にあるサン・

シュノレヒス、予の「ヤコブと天伎の闘l、」のため

の素十r'li)とがあるが，これは後者の/:7イフに}，司

する {I Lし，夫1探にド弓クロアがr11庁合に}O'Iし、

た天)1:~"í は、この阿とは全く 情位、の異 tç ったも

のであった。

エミール・アントワーヌ・ブールデル

(1861-1929) 

《アポロンのマスク》

ブロンズ 50 x 22 x 23fJ'I! 

ロダン凪のfl・jrからil¥だしたブーノレデ、/レは40

才の頃から) :rU惑の強いマッスの確固たる構成
によって 3 ↑ri久的なノJ強い生命ノJのモニュメン

タノレな表引を追求するようになり 3 独自 の芸術

保式を碓ぐどした この新しい様式で、故初に作ら

れた傑作が) 1900年作のこの《アホロンのマス

ク》である。 仰のロダンは，この首を凡た11ι

l.if!，-は在、からlilffiれてゆく」と去い， Iしかし活

がこれ以|の高みに登ることはないであろう」

と云ったという

これは彼の芸術発展上劃期的な作品として電

要であるのみならず， 小耳')の作品ながら 3 モニ

ュメンタノレなフォノレムの li't純化と構成美の達成

7 



新収作品目録

この ，-，録は， 1969年刊行の rl同立両洋美術館年

報 No.3Jに収載分以後，1970年 3月までに当

館予算で購入 した全作品を含む。作品番サのP

は絵画， sは彫刻 3 大きさの友ボは縦 ×横×奥
行の)1民， 単位はメートノレである O

パテル，ジャン・パテイスト・フランソワ

ヴァランシェンヌ 1695~ハリ 1736

PATER， Jean-Baptiste-Francois 
Valenciennes 1695~ Paris 1736 
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P-374 

野常 (兵 lつの休息)

?III彩版 0.17x 0.23 

米附 lJンドン， アンドリュー ・ジェームズ ・コレ

クション ，ロンドン，ジェームズ峻コレクション

j民覧会 :Exhibiton 0] Worksり the Old Masters， 
Royal Academy of Arts， London， January.March 

1891， p.14， n047; Woman and Her Background in 

XVIII Centnヮ France，Wildenstein & Co. Ltd.， 
London， June 1946， p.6， n04; Art and the Decorator， 

Wildenstein & Co. New York， April-May 1967， 
no number 

文献 E. de Goncourt， Catalogue.. ・.de l'auvre 
戸eint，dessine et grave d'Antoine Watteau， Paris 1875， 

p. 360; Lonclon， Christie， Manson & Woods， Sale 

0] the collction 0] Miss James， June 20， 1891， p.7， 

n035; C. Phillips， Antoine Watteau， Lonclon 1895， 
p. 28 ; F.Ingersoll-Smouse， Pater， Paris 1928， p.73， 
n0456， fig. 118; H. Adhemar， Watteau， sa vie-son 

auvre， Paris 1950， p.206， cited under n038 

昭和44年度購入作品

木年報 5~6 頁参照

~ 



NOUVELLES ACQUISITIONS 

Ce SUjう戸lement constitue la suite a 7Zotre 
Bulletin Annuel No.3 en 1969. Il comjうrend
donc toutes Les oezwres achetees jうαrLe budget 

du Musee dψuis cette date jusqu'a La fin du 
mars de 1970. Le numero precedant chaque 
oeuvre indique notre numero inventaire， P etant 
ρour la peinture et S， pour la sculpture. Les 
dimensioηs sont donnees en metres， la hauteur 
precedant la lar g eur et la pro fondeur. 

P-374 

HALTE DE  SOLDATS ，Soldiers' Halt) 
I-Iuile sur I二oisH. 0.17， L. 0.23 
Prov. : Collection Andrew ]ames、Lonclon; Collec-

tion Miss ]ames， London 

Exp. : Exlωition 0] Worksり theOld Masters， 
Royal Acaclemy of Arts， Lonc1on， ]anuary-March 
1891， p.14， n047; Woman and Her Backgl引 mdin 
XVll! CentUly France， Wilclenstein & Co. Ltd.， 
Lonclon， ]une 1946， p.6， n04; Al't and the DecoratoT， 
Iヘ1i1c1enstein & Co. Ltc1.， New York， April-May 

1967， no number 
Bibl. : E. de Goncourt， Catalogue.・ .del'aul'J'eρe-
int， dessine et grave d'Antoine v1ノatteau，Paris 1875， 
p. 360; Lonc1on， Christie， Manson & Woods， Sale 
0] the collection 0] Miss James， ]une 20， 1891， 
p.7， n035; C. Phillips， Antoine Watteau， Lonc1on 
1895， p. 28 ; F. Ingersoll-Smouse， Pater， Paris 1928， 
p.73， n0456， fig. 118; H. Aclhemar， Watteau， sa 
vie-son azwre， Paris 1950， p.206， citecl uncler n038 
Achat clu Musee en嬰69
Voir notre etude clans ce numむ0，pp. 5~6 
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ロイス ダーJレ， ヤ コブ

ノ、一/レレム 1628/29~ アムステノレダム? 1682 

RUYSDAEL， Jacob 
Haarlem 1628/29~Amsterclam ? 1682 

r ，オー乞

ムリーリ ョ，バルトロメ・エステパン

セ ビーリャ 1617~セピーリャ 1682

MURILLO， Barto¥ome Esteban 
evilla 1617~Sevilla 1682 

fb今-3 

10 

P-375 

小さな沌のある凪長

1111彩似 o.275 x O. 358 
{ i卜にモノグラムとl'，:L: VR 1661 
*J桝 -ゴットシャノレド ・コレクシ 1 ンより 1903年ラ

イフツ fッヒs.WfsI:(こ九，:sm;アムステノレダム，ド・ボ
ール iストックホノレム， 11，1;1人コレクション 1955ノ、

リ， {j.'il人コレクション

.x.時'iJ~ Hofstecle cle Groot， Catalogue Raisonne， 

n0237; J. Rosenberg， Jacob Ruisdael， 1928， n0548 

II{{不1144{lel立!借入('1"'1111

本年制5民参!!日

P-376 

型 フスタと型/レフィーナ

セピーリャ美術sIWi'Jf:誌のIriJJ組ω作JIllのための也('1:

1665~66午

1111彩カンヴァス 0.34xO. 24 

米欧:ニューヨーク，フレデリック ・モン ト

.x.lr.ik : D. A. Iniguez， Mll1叫 0，Madricl 1964， p. 278， 
fig.9 

11日平1144年度購入作liltl

本年制 4只参J!日



P-375 

PAYSAGE AVEC DUNES ET CHUTE 

D'EAU (Landscape with Dunes and Small 

Waterfall) 

Huile sur bois H. 0.275， L. 0.358 

Signe en bas a clroite en monogramme et clat ~ 

VR 1661 

Prov. : Donnee cle la Collection Gottschalcl au Mu-

see Leipzig en 1903 ; De Bol， Amsterclam ; Collec-

tion privee， Stockholm Collecton privee， Paris 

1955 

Bib1.: Hofstecle cle Groot， Catnlogue Raisonne， 

n0237; J. Rosenberg， Jacob Ruisdael 1928， n
0548 

Achat du Musee en 1969 

Voir notre etude dans ce numero， p. 5 

P-376 

SAINTES JUSTA ET RUFINA (Saint Justa 

and Saint Ru五na)

Etucle pour la peinture au Musee de Seville 

1665~66 

Huile sur toile H. 0.34， L. 0.24 

Prov. : Frederick Mont， New Y ork 

Bibl. : D. A. Iniguez， Murillo， Madrid 1964， p.278， 

五g.9 
Achat du Musee en 1969 

Voir notre etude dans ce numero， p. 4 

11 



圃

• 

ブールデル，エミール・アントワーヌ S-77 

モン トーバン 1861.-...-)レ・ヴェジネ 1929

BOURDELLE， Emile Antoine 
Montauban 1861.-...-Le Vesinet 1929 

~ b 1-， 

レイノJレズ，ジョシュア

プリンプ トン，デヴォンシャー 1723.-...-ロンドン 1792

REYNOLDS， Joshua 
Plympton， Devonshire 1723~ London 1792 

f'1司今

12 

アホロンのマスク

1900i=j:. 

ブロンズ O. 50 x O. 22 x O. 23 

米雌:ハリ， ブーノレデ〉レ家

展覧会 :ブノレーデ、/レ民，W);し岡、'r凶作美術fl'fi，

1968， n075 

[昭和44il'.度H俳人('1:I~III 

本年報作品研究16~23:U参 !!日

P-377 

ホノレゲネス伯ロパート ・ダーシーの 肖像

1775年

油彩カ ンヴ γ ス 0.76xO. 635 

左 / ..に'r;.~， : EARL of HOLDERNESS Sir 

1 Reynolds P 

来!単一ロバート ・ダーシー伯チチェスタ一家

文献:W. Cotton， Sir Joshua Rりnolds and His 

Works， Edition 1 Burnet， 1856， F.R.S.， p 81 ; A 
Graves and W. V. Cronin， A Histoヮ01tlze Works 
01 Sir Jo品川 Rりnolds，P.R.A.， VoL II， 1899， p. 471; 
W. Armstrong， Reynolds-Fi川 President 01 the 
RりalAcademy， 1900， p. 47 
銅版画 :R. Cooper， 1811 
昭和44年度購入作品
本年報6民参照



S-77 

MASQUE D'APOLLON (Mask of Apollo) 

1900 

Bronze H. O. 50， L. O. 22， P. O. 23 
Prov. : La famille Bourdelle， Paris 
Exp. : Bourdelle， Musee National d'Art Occidental， 
Tokyo， 1968， n 075 

Achat du Musee en 1970 ' 
Voir notre etude dans ce numero， pp 16~23 

P-377 

PORTRAIT OF ROBERT D'ARCY， 4 TH  

EARL OF HOLDERNESS 

1775 
Huile sur toile H. 0.762， L. 0.635 
Signe en haut a gauche : EARL of HOLDERNESS 

Sir Joshua Reynolds P 
Prov. : Robert d' Arcy ; Family Chichester 
Bibl. : W. Cotton， Sir Joshua Rりnoldsand His Works， 
Editon J. Burnet， 1856， F.R.S.， p. 81 ; A. Graves 
and W.V. Cronin， A. Histoヮ01the Works 01 Sir 
Joshua Rりmolds，P.R.A.， Vol. II， 1898， p. 471 ; W. 
Armstrong， Rりmolds-First President 01 the Royal 
Academy， 1900， p.47 
Eau-forte : R. Cooper， 1811 
Achat du Musee en 1970， p. 6 
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ゃL守)仁
パティニール， ヨアヒム

アントワーフ 1485? ~アントソープ 1524

P A TINIR， J oachim 
Antwerpen 1485 ? ~Antwerpen 1524 

P-378 T t 1 
人々を慰める、l乙和の9:tlFI

パリリjJl二介 、|叩11の/I¥JJ主主ftfliのための開門

~:L~鉛乍 0.20x 0.39 

I\ I ;}~ ドにアトリエド[J : E.D 

米l併 :ノ、リ， 和[A}I':抵

11{1tn44il:.J!tlbW人VHII11

本{I・3出6~ 7 .L'i参J!日

P-379 

'エジフト逃Jlli途卜の休息 (.:辿祭J0.I1珂)

1515;rごろ

社Jl~~ ，j:N III;)什[~ O. 31 x O. 20 ; I~ι:'~~ O. 31 x O. 09 
米雌:アムステノレダム 2 グドステ fッカー ・コレク

ション ;アムステノレダム，ファン ・ツヴァン ・コレク

ション ，ニューヨーク，フレデリック ・モント

火jj}~ : M. Friedlander， Altniederlandische Malerei， 

Leiden 1924， Vol. 9， p.156， nO 218， pl. XC; R.A. 

Koch， Joachim Patinir， 1968， P.74 

II{~和4MI::.l立購入 (/h1111 1 

本年報作品研究 3~4 頁参照(原色図版)

14 
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P-378 

LA PAIX VIENT CONSOLER LES HOi¥ι 
MES (The Peace bringing Consolation to 

Mankind) 

Etucle pour la decoration c1e la Salle cle la Paix a 

I'Hotel de Ville de Paris 

Cachet d'atelier en bas au milieu : E.D 

Prov. : Collection privee， Paris 

Achat du Musee en 1970 

Voir notre etucle clans ce numero， pp. 6~7 

P-379 

REPOS PENDANT LA FUITE EN EGYPTE 

(Rest on the Flight into Egypt) Triptique 

vers 1515 

Huile sur bois: Partie centrale H. 0.31; L. 0.20 

Parties laterales H. O. 31 ; L. O. 09 

Prov. : Collection Gouclstikker， Amsterclam ; Collec-
tion Kleinweg van Zwaan， Amsterdam; Freclcrick 

Mont， New Y ork 

Bibl. : M. Friecllancler， Altniederla・ndische 1¥1 alerei. 
Leiclen 1924， Vol. 9， p.156 nO 218" pl. XC; 
R.A. Koch， Joachim Patnir， 1968， p.74 
Achat du Mus白 en1[l立J
Voir notre etucle dans ce numero， pp. 3~4 

15 
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(図 1)



ブールデルの

くアポロンのマスク〉

穴沢一夫

Masque d'Apollon de Bourdelle 

par Kazuo ANAZAWA 

17 

1900年に制11ドされたブーノレデ、/レの《アホ p ン

のマスク)) (図1)は， ブーノレデ、ルのぷ術の原

点ともいうべきもので，この作品がそれ以後の

作品に ，'iめる位置や立義は， ロダンの生涯にお

ける《品のつぶれた児))(1864) (図2)の重要

(図2) 

さに匹敵するといっても誤りではないであろう。

当時無名の青年ロダンは 3 生活のため18世紀風



置

な市内装釘liJ日の 11-J~ f~ .k '~/I:像を作りながら，パ了

リーのノ~.-}"に触売されて主ったくく突然〉に 3

このfl・111111を{十った この(/1:，'，，1，はそのj放しい強さ，

醜さのためサ 11ンに決選した イタリアW1J'に

よってミケランジェ p から強烈!な!'8銘をうけ，

叶叫の J~術界に ・大論守トを泣き起した((I'a/市l、lf
代)) ( 1876-77) の njlJVI: まで p ダンはまだ 1!l'~

f，の職人として黙々と仰Jきつづけるのである

しかしこの記念すべき作JIlllは， ((し灯|Jllj油ミ古引引'j!到2鋼卦釧/1い/liJ机i]r

まり ，ほぼ1900年までi泣き，尖|際にはやりレザ

ック記念像))(1891 98)で終る 11ダンの創造的

で男性的な (1900年以降のあIWiJ.1fと竹:述に比られ

る制不11にみちた夫の観念， さらに大JIH::rIのk性

像を数多く手がけた|晩年のくk性的〉様式と刻

比させた)英雄II!J' 代の!X~ -vrなのである 11ダ

ンの助手として倒jきつづけたブーノレデ、/レは，|'!市

の IJマンティスムに鼓舞されてラング ・ドック

j山}J人中IJ'有の情烈を烈 しく燃*J'[させた 悲劇I'I"J

な《モントオパン記念仰))(1893 1900， 1903年

に除幕)や《ベートーヴェン》辿作(1888-1929)，

とくに1901年ごろの沸騰するような《悲劇f内な

マスクラ大))(図 3)にみるディオニュソス的な

附町は， 1900守Aのこの《アホ 11ン》によって変

貌寸るかにみえる /'IJじころ1901年にfl;ljf'十され

たベートーヴェンは， 1!?川前の鍛と波立つ忌'1髪の

うちに打ちふるえながらも， tt~ l、j.r江1、に沈んで
、く そのfil主に有名なベートーヴェンの77J淀

川たこそはノ〈ッカス，人知のため香りたかき t

クターノレ(1:11J柄)を搾りだすもの」がはじめて

刻まれるのもこの年である 1900年の《アホ

11ン》はサロンにIJJM，され 11ダンの激11を受

18 

(図3)

けたが，ブールデ、/レは1909年に制作した《弓を

ひく J¥ラクレス》によって1910年のサロンでひ

ろく認められるまで，まだ10年の!日Jf寺たなけれ

ばならなかったのである 1893年いらい助手と

して(副作、てきたブーノレデ、ノレは， ロダンi:;:術のx
}II\~ と欠点を女11悉していた し、かなる批評家3 美

術史家 も彼以上 lこ υ ダンのノド質を JII~解 したもの

はいなかった 彼の美しく 3 純粋で熱烈なオマ

ージュとともに， 1釘平としたl)rl1に対する4tt汗と



F 

決芯、は我々を感動させる ロダンはまたノ<-tの

もつ111観と光大さ，心のひろさ(11常生活にお

いてはロダンのマニヤックなエゴイストぶり，

令銭やtylfFへの執新，他人に刻する説骨でしば
しば不、11な好悪の感情は多くの人々によって証

言ーされている)をもってこれにjよ;えた。「ブーノレ

デ、ルこそ木バミをf!日らす者である。.....私はじつ

に個性的な彼の彫刻を愛している。それは感受

性にみたち彼の性特，情熱的で烈しい彼の資質

によく作致するものだ 程、はその ' 1 ' に，強~tí. の

みが持つある桶の繊細さを兄出すことができる

ブーノレデ、ルはフランス南部生まれのギリシ

ア人なのだ (1909年， ブーノレデノレのぷ術につ

いてのインターヴューに伴えて ) Hommage a 

Bourdelle， 1961， Librairie Plon， P.18， 19， 

L'opinion de Rodin. ロダンは1900年の《アホ

ロン》をみてブールデーノレに次のようにいった

という r~J. は私から離れて ゆく ・・しかし

ぷはこれ以J~ の "，)みに登ることはないであろ

う ブールデ、/レ(1身はこの作品について， 1926 

年12月31日付で友人シュアレスに宛てた手紙に 3

この作品を贈りながらこう#いている

「凱愛なる悲劇詩人へ

1900年私n身をロダンから引離しながら，私
は同時に人11日を趨えて，神アホロンまで昇ろう

と試みた私はこの神が金色の-yJ釧のなかで

( <<アポンの頭部))(阿 6)は金色のバティナで装わ

れた)いらだち，その思索のうちに激しい戦い

を挑むのを兄たっそこにこそ，人間を超えてひ

ろがる私の最初の試みがあったのだ この試作

(アポロン)は貴方のものだ。この作品をj主力

19 

の屯)'2のか;)近く， l'l"J;の"tliI \する )ι Jr~ の傍らに

ffiめておいていただきたい。凡れ冠をつけた汗

き年のくることを祈ります

アントリーヌ ・ブーノレデ、ル」

Andre Suares et Antoine Bourdelle， Corres-

pondance， Presentee par M. Dufet， 1961， Paris， 

Plon， P.55. 

それに対してシュアレスは'，'.i忠次のような返

事を送った

「ノ、リ， 1927年 1月 111 

定Jl愛なるエウリヒデス，まことに此);は私を

f伏びで充たし 3 私は1~1l ) 1/意に恐縮しています

しかしそのよろこびは私の、円惑よりいっそう大

きいのです iltノゴの友'I'，'jは私を堅|刊にしてくれ，

氏ブjの克大さは北はずれて大きく，その最も美

しい贈りものはその限度を必えていま寸

iT方の英雄|切なアホ υンは雨後私の家のすi治:
となり，私を庇護してくれる訪問ず「となるので

す ・ 私はこの作lGIが私を護ってくれるよう

に私の傍近く計きましょう じつに彼こそ，光

り腕く箭をたずさえた怖るべき弓の名人なので

す.彼こそマノレシアスと結ばれ，しかも彼の皮を

最IJぎ取った(何の得意なマルシアスはアホロン

と技を競い，敗れて皮を最IJぎとられた)のではな

かったか。彼はか くも強力な，力強い弓の引き

手であるので，私は彼を少しr:，')Bに飾りたい。

彼にはその視線の矢を射るための距離が必要え

のです。しかし最も美しいことは，私の親しい，

神の刻み手ブーノレデ、/レよ， このすべてのjJが全

く静かで、あるということなのです ここに 3 今

目立方だけに見出されるものがあるのです。こ
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の素111'1らしい頭部はilt方のエネノレギーと員方の

偉大な矢n性にふさわしい 尊敬の念を喪失し，

u、かなる尺度をももたぬこの混乱の現代にあっ

て， fT方のように，その内部に才能と工夫，本
能と精神の素111与しい均衡が実引されている4芸術

家を見川すことのできるということは何という

幸福でありましょう 氏万はギリ シア人であり

lJー γ 人であり，そしてフランス人であり 3 常

に建築家なのです ilt方の制作する神々は，彼

らの生まれた彼方からやって来て，そしてまた

JT方のものとなる ::?人のひびきが到るところ
に見出される 有難江主ねて有難う，親愛な

るブーノレデノレ 白方こそこの人生において私を

慰めてくれた数少ない人々のー人なのです

J ibid. P. 57 seq.υ ダンの《品のつぶれた男》

がその英雄fl，'j:代を予什ナるとすれば，ブーノレデ

ルのこの《アホロン》は，その後ながく 3 彼の

いくつかのモニュマンに繰返し立ち現われるの

である。《弓をひくへラクレス))，((アノレヴェアノレ

将軍記念群像》 の《ノ')))((雄弁))(1918-22)は

し、ずれも彼のxmたちなのだ この兄弟たちは
《アホロン》にくらべていずれもいっそう様式

化されている そのため造形的にいちだんと大

きさを感じさせるが，この比較的小さな，等身

大の頭部にこめられている活き活きとした生命

の息吹きは，アホロンという神がまさしくその

象徴であり共引であるように，青春の香気に光

り腕いている このイ乍によってブー/レデ、/レは

ロダンの自然主義をこえて， くアノレカイック〉

な彼自身の造形にふみ出したといえる。 ロダン

は「君はこの高みにふたたび昇ることはない」

~ 

といったが，それはこの作品が若きブールデノレ

の白然主義とロマンティスムを宿しながら， 純

粋で力強い精神の集中によって引締められ，来

るべき彼の芸術のアルカイスム，段式化への試

みを響かせ始めた絶妙なI瞬間であることを指し

示しているのだ 11900年(アホロンの制作)

以降， ブーノレデ、ノレは彼の作品によって，一つの

建築的な要求，環境を暗示し，押し出そうとし

た ブールデ、/レの{乍品はけっして， ロダンのあ

る作品のように石の断片の奴隷ではない ロダ

ンの作品はしば、しば耕の上に咲いた花のような

ものだ。香わしく傷つきやすく，掛から生じた

というよりむしろ岩に寄生しているといったふ

うな花 ブー/レデ、/レの作iRlは‘本の樹木全体，

あるいは一本の控の木にたとえられよう 冬に

なってJ拡が落ちると， t艮を張り空に|吃立したそ

の樹は誤るこ とのない明断さと堅固さをも った

構成となるのだ Hommage a Bourdelle， P. 66， 

An toine Bourdelle， J ean -Louis Vaudoyer.ロダ

ンはその透徹した直観力によ ってブーノレデノレの

芸術の本質を要約した円 「私にとって大切なの

は肉付け modeleだっブーノレデ、/レにとっては建

築である。私は感情を筋肉の中に表現するが，ブ

ー/レデ、/レは械式の中にそれをほとばしらせるoJ
Edmond Campagnac， Le Quotidien，7 octobre 

1929.ブー/レデ、/レ自身こう いっている。「今は打

ち建てる時である。C'estl'heure de batir!肉

体の規律の中に精神の規律を担ねまぜねばなら

ない。 断片から成る具象的な生命の後に，

総体による抽象の情熱を見つけ出そう。J A. 

Bourdelle， La Scultture et Rodin， 1937， Paris， 

20 
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Edition Emile-Paul Freres， P. 192 seq.彼の最

後(j)以了をイL¥えている汚き友 Paul-LouisCou-

choudは，その'UJlのJiil:後の)Jに，ブーノレデ、/レ

がそれまで泊り， ~j( 1'1身のための下製の小さな

T，j'，'iの211Hに， lL?を干':.:きつけたと述べているが，

その 1IlJ-の)記名はくアホ IJンのii改し、〉であり》他

の 川はく村1)であったといっている。 Hom7ηαge

a Bourdelle， P. 140.シュアレスはブールデ、ノレに

宛てたT紙の111でこうれし、た 「人々は充分ネ11]

々を愛してはいないのだ しかし 3 神的なも の

への愛につれてしか人は点夫の人間たり利ーな

い ・・1、かなる村知のものであれ， 偉大さへの

欲求に身をさいなまれていない人l1'd，それはと

乃に必らぬ ・.....1lU;だけが;j:ljl々 (dieux)の感

党を作 っている との複数の神はしたがって，

けっしてキリス卜だけを芯|涼しない この|司じ

k~ 、手紙の終りの部分に古かれているように

「私は叩，':':の1'.大なフォルムをオリュンホスの

1/1にi;"I':く それらをよりよく 1・'11解し完成するこ

とができるように 村l々 とはIIUに|決ずるノリレテ

ノンであり32PJ7!?は型!域の内，神殿の奥にイ1-:る

1923年9凡17日，Correspondance P. 25 seq.こ

の川じ下紙の11Iで 3 この世紀末の詩人は彼のやtl

の観念を汗黒と71t切jとをj展開させていく

「私は地獄を嫌悪する」と書きながら彼はブー

/レデ、/レとロダンを対比させる たぶん彼はあま

りにもこの《地獄のP1J))の制作者に似ているた

めロダンから逃れたのではなかったか 彼のロ

ダンに対する憎悪は度を越えているように思わ

れる。「J3万(ブールデ、ノレ)こそ詩人である ロ

ダンは職人であったにすぎず，彼はけっして物

21 

質を担えることはできなかった 彼は肉のとり

こだった よしんば彼が J什討のためそこに堕ち

たとしても 3 彼はその牢獄を愛したのだ・・・・・彼

に牢獄の尽を1mけてやらねばならない 平和と

調和，静寂と光I~J に通じている扉を そしてロ

ダンはその性の洞窟から離れようとはしなかっ

た その歪んだ艦は彼をひきとどめた 彼は呪

われている 「われわれが苦しめば昨しむほど，

われわれは民きの 1"')きをqlみ 3 山の上なる神殿
をqjみみるのだ われわれが地上を這えばそれ

だけわれわれはその宅街を軽減しようとする

かくしてわれわれは，われわれの棲むべき場

処は，日みなる村l々 のすFであり 3 そこでは一切

が村村lの律問jで、あり魂の調和|であることを知る

のだ。Jrもし位大な美のために生きるのでなけ
れば，生きるということは不要だ そこでのみ

人は己れを成就するのだ これこそ私が愛とよ

ぶ最終的な情熱である それは一切の情慾3 一

切の快楽を超える 「詩人とは， 私によればフ

オノレムを創造 し， 数(規律)を示し現る精神なの

だ 手とは物質の末端を把える精神の末端であ

る Lamain est le五nide l'esprit qui posse-

de le五nide la matiere. というのはこの末端

だけが構成し，交流しあうからである。これが

どうして点の詩人，真の音楽家は建築家なのか

という埋山である そして貴方はまさしく最高

の建築家なのだ ibid. P.27. そしてこの手紙

の少し後， 11月21日付の手紙でシュアレスはブ

ーノレデ、/レに宛ててこう書いている。 1'11宇夜，親

しいエウリヒデスよ，貴方は私の夢に姿を現わ

した。われわれは1驚嘆すべき，そして厳しい，
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石のように不毛で純粋な IT~にいた 私は樹木を

愛する 私がそれを眺め，そして樹木が私を肝|

んでいる限りは しかしこの好みは弱さであり，

k性の他分なのだ 私は京肌の裸身，不もさえ

も熱愛ナる 昨夜われわれが出逢った土地は 3

一つの骨を， 線の厳しさ，その永遠のヴォリュ

ームによって驚くべき一つの骸骨を，乃、したの

だった。そこで私は彫刻辿築家たる責点に話し

かけ，貴方は私に説くはずである 克の美とは

持続するものであり， 確実に正しい比例のうち

に定着されたものであって，精神の数がもっと

も美しいフォルムのうちにとどめられたもので

あると。Jibid. P. 29. 

「親しいヒク、、マリオン(ギリシア神話に字11")

い彫刻家で， 自分の創りだした至高の女性像に

恋、し，神に祈って彫像に生命をよi-えてもらい結

婚した。石に生命を与える者の意。)よ，たしか

にリズムは貴方の|刊であり 3 また貴方{同有の本

能なのです。貴方は何よりもまず詩人なのであ

って，ただたんにかくも従l'阪でかくも閃難な地

上の肉体を自由に扱うだけではない それは愛

の傾致の肉体であり，手には反抗するが 3 村ネ"1

にはやすやすと従うのだ・・・・・詩人は現代芸術に

は稀である。とくに彫刻家の 111で .....員方の

内部で，思考と心情とは五いに入り交り合う

ibid. P.26. 

アホロンこそギリシア最大の音楽家3 最人・の

詩人だったu t;[:の詩人とシユアレスのよんだブ

ーノレデノレはアホロンを創造することによって詩

人となったのである O その故にブールデ、ルの来日

しい友人であったクロード ・アヴリーヌは，彫

伊W

一一、

刻家のタビ (1929'irlO)J 1 1-1)の，11後3 そのアト

リエに立ってアホ tJンを眺め，ブールデ、ルの;tl

い山にふけりながら，彼の丈=しい ，4 fl 11¥1山 11

記」の111でこういったのではなかったか 「必

然とした《アホロン》は， ブーノレデ、/レのタビを%

にかけない 《アホ 11ン》はこのタビをf、?ってい

たのだ 死は，彼がイ{{j:するために必~:だった

のである その/JSまで，ブーノレデ、ルは村!の姿の
ilJiJ作に同二を過していた 今， 彼は十'11なのであ

る これからは 3 人々はブーノレデ、ルを《アホ tJ

ン》の1/'1こJ架せばいし、" ((アホロン》はブーノレ

デ、/レを創造するであろう 4octobere， Quatre 

pages de J ournal par Claude Aveline， La 

(図的
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(図5) 

Sculpture et Rodin， P. XX. 

凶立西洋美術館はさきに， ロダンみずからの

肖像ともいうべき《考える人》に対応する 3 ブ

ーノレデ、ノレの《弓をひくへラクレス》を購入した

(当館年報 No.3， 1969， P. 68 seq.参照)が，

ここで今， ロダンの《鼻のつぶれた男》に較べ

られる重要さをもったブーノレデ、ルの《アポロン

のマスク》を得たことはよろこばしい。二人の

がよ大な彫刻家にと ってそれぞれ初期の代表作で

あるこの二つの作品は 3 最初は両方ともマスク

23 

だった 荷いUのロダンはその貧窮に 117しん

だ 妻 p ーズの努力と管理にもかかわらず 3 ブ

IJンズにする金もないままその粘土作品は後頭

部が崩れ格ちてマスクになった(図4)が，ブ

ー/レデ、/レの場合も，顔面の傷や頭部の状態をみ

ると，やはり何かの原因によって崩れ落ちてマ

スクとなったもので，後にそれに手を加えて

《アホロンの頭部))(図 5)ができ上ったと考え

られる。
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IU立西洋美術館で、は以"JijからわがIJ'Jに将米さ

れた西洋美術作品の調査研究を継続的にわーい，

その成果のー)午1)をみ;年械に発表してきた (IT" 11 

本所在のクロード ・モネの作品」本年報 No.

2，1968; IT" n 本所イ1:の/レドンの作品』イメイド半11No. 
3，1969)。本調企もその 』五日をなすもので，エド

ウアーノレ ・マネ (1832-83)の作dillをとリあげ

たが，上述のこれまでの調査に比してマネ作lldl

は持しく数が少なく， しかも後にみるように，

所在の明らかなものは l点を除いですべてブリ

ヂストン美術館の所蔵になる。:!fi初のハ的とし

ては同館以外の作品の調査に主 1 111 を~' ，\いたので

あったが，この方而の1i'L巴、に通じておられると

jBわれる方々にお訓ねしても，ほとんど失"るこ

とができなかった いきおい本稿は11'川報告的

たらざるを得ず，そのため，現在所イビイ--:IYJであ

るが，文献的にみて，かつて松方コレクション

に属していた作品についても記した これを機

縁に識者の方々の位11教ぶが得られたなら倖せで

しかも今1"1は戦前に将来された 油 彩，

デッサンに|出札版阿は省、11恥した

戦後， とくに近年において西洋美術fh'lIl，の輸入

が活発に行われ，たとえば 119世紀フランス1C 

匠名作展J (1968，ギャラリー ・サン ・モトヤ

マ)の売立1=1録にはマネの油絵作品が 4ぶ，デ

ッサンは一枚の紙の表裏に拙iかれたものを含め

て 5 点みられるが，これらがすべてわが I -I~.I に定

おしたわけではなく， I~外に返送されたものも

あるとのことで，戦後の将来作品について制査

発表するまでにはなお時間を要し 3 次の機会を

待つことにした。なおブリヂストン美術館作品

日本所在のマネ作品-油彩・パステル ・

デッサンー

佐々木英也

Edouard Manet dans les collections 

japonaises-peinture a 1守lUile，pastel， dessin-

par Hideya SASAKI 
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については同館カタログ (BridgestoneGalleヮ， CA) 日本所在のもの

1965)にすでに詳細なデータがぬ岐されており Oeuvresdans les collections japonaises 
同館のご好意でそれを利用させていただいた

が 3 その後の文献も若下つけ)JIIえ，またタパラ

ンその他の研究書をもとにコメン卜を附した。

以 F，(A)日本所在のもの， (B)かつて松方コレ

クションに属していたもの，の二つに分けて記

してゆく 。
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1. オペラ座の仮面舞踏会 1873年

1111彩，カンヴプス :O. 47xO. 385m 
イIIごに'P{-1'1: manet 

Ji~)~T ，ブリヂストン夫術館)j';主

来歴 ・アルベーノレ ・エク;ポントレモリ; ジョノレジ

ュ ・ベノレネイム;松)j幸次郎 ;現所Ji:'t.-ti-



展覧会:11-1訟方コレクシ ョンj民，ブリヂストン夫術館， し，後押は十員長の1IIIj而となっている。マネは戸成作の

1953， rl紋子寄り 34;世界才l作美術展，大阪市bU新聞 ためには友人たちをアトリエに集め，1<裳をつけても

礼 19Q5;m 2同旧松方コレクシ ョン展，ブリヂスト らい，さながらアトリエは仮装行列の場のようだった
ン美術館， 1955，目録書号34;IJlir下:k併:i~， 作j此);(都 と伝えられる。児m誌の児の役をつとめた1i'にはホール
di美術館、 1957， rI鉱寄りー216;111松方コレク ション ・ノレーディェ，最初のこの?句作のJJfU市アノレベール -

E 名作美術展， 山本屋 ・読売新聞社， 1957; 111松ブJコレ エク，汗~家シャブリエ，またテオドーノレ ・ デュしな

クション展， 才7橋美術館， 1957，目録番号 25;松方 どがいた。

コレクション名作選抜展，国立西洋美術館， 1960， I二!

録番号57;コロ ーからセザンヌまで¥石崎コレクショ

ン展，パリ，国立近代美術館，1962， 11録番号23;IJli 

欧~I回特別展，イ7橋美術館， 1963， U 録香 ~j- 5 

Bal masque a l'Opera 1873 

Huile sur toile : O. 47 x O. 385m 
Signe en bas a droite : manet 

Bridgestone Museum of Art， Tokyo 

Prov : Albert Hecht; Pontremoli ; Georges Bern-

heim ; K.Matsukata ; Collectionneur actuel 

Exp. : Ex-Matsukata Collection， Bric1gesto11e Gallery， 
Tokyo， 1953， cat. n034; Sekai Meisaku Bijutsu， 

Osaka， 1955; 2nd Ex-λ1atsukatα Collection Bridge-
stone Gallery， Tokyo， 1955， cat. n 034; Seiyo 

Bijutsu M eisaku， Musee Municipal de Kyoto， 1957， 

cat. n0216 ; Ex-λイatsukataCollection， Tokyo， 1957 ; 
Ex-Matsukata Collection， Ishibashi Art GalJery， 
Kurume， 1957， cat. n025 Mastertieces of the 

Ex-λ1atsukata Collection， Musee National c1'Art 
Occidental， Tokyo， 1960， cat. n057; La teinture 

francaise de Corot a C々 anne dans la Collection 
Ishibashi de Tokyo， Musee National d' Art Moderne， 
Paris， 1962， cat. n 023 ; Seio M eiga， Ishibashi Art 

Gallery， Kurume， 1963， cat. n05. 

ニューヨークのホレース ・ハーヴェメイヤ一夫人

Mrs. Harace Havemeyer所JI:誌の有名な《オペラ庄の

仮而舞踏会)) (1873)のための習作といわれるが，マ

ネがこの年の三月にオへラ座で鉛乍スケッチしたも

のを，その印象のまま素速く油彩で出iきとめたと忠わ

れる作品で，上述の完成作とは構図がきわめて相違
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習作としては取の淡彩 3Jl と油彩世 f/l~ 2，山が引fがす

るが，本I~Iはそのうち 1111彩で ， オペラ JÁi~の校放の扉の

liiJのj且廊にれがる人々をマッシヴにとらえたもの。マ

ネの死後の1844壬rのアトリエの光心:てでアノレベーノレ ・
エクが380フランで部札， その後 1-.，:己のコレク々 ーを

経て引所j誠弁に移った。

文献 Bibl ・

JybU新聞社 松)jコレクション 1957，図版部に86; 

f{J 川 I ， I:':JI~版 111界J沖ドf全集361JLin(12)近代IIJJ 1961， 
1:;(1版需け 8; 

ブリヂストン ・ギャワリー』ブリヂストンXWifiYil1
録， 1965， 1><1版需り.17

Th. Duret， M anet， Paris 1902， 11 0 154 ; 

Th. Duret， Histoire d'Edouardλグanet，Paris 1919， 

n0154 ; 

E. Moreau-Nelaton， Manet raconte tar lui-meme， Paris， 
1926， II， n 0 178 ; 
A. Tabarant， Manet， Histoire catalograthique， Paris 
1931， n 0204 ; 

P， Jamot， G. Wildenstin， M.L. Bataille， Manet， Paris 
1932， n 0 218 ; 

A. Tabarant， Manet et ses oeuv何人 Paris1947， n0217、
B. Dorival，“Un musee japonais d'art francais"， in 

Connaissance des Arts， Nov. 1958， p. 59 ; 

G. Duthuit， Le f，仰 dessignes， Geneve， 1962， p. 166 ; 

Rene Berger， Connaissance de la jうeinture，Tome IX， 

Lausanne， 1963 ; 
M. Venturi， S. Orienti， L'otera tittorica di Edouard 

λ1anet， Milano， 1967， n0180 A; 

D. Rouart， S. Orienti， Tout l'auvre teint deλグanet，

Paris， 1970， n0189 A. 



2. プラン氏像 1879年

illl彩，カンヴ/ス:2.065x1.27m 

コヰオ，1，なし
Jf~);( 、 ブリヂストンぷ術館)1';抵

来歴 :γ ネよ亡人 iヴナラーノレ;ドガ;トロッティ;ウ

ィルヘルム・ハン七ン ;オドベーノレ;松点、;正次郎;~~所

j尚弁

展覧会 :γ ネ (ラ ・ヴィ ・モデノレヌ)民，ノイリ， 1880; 

111松))コレクションj此 ブリヂストン美術館、 1953，

11録需日33;);ij 21可111松)jコレクション展，ブリヂス

27 

トン美術飢¥1955，il録高H3.35.

Portrait de Monsieur Brun 1879 

Huile sur toile : 2.065 x 1. 27m 
Non signe 

Bridgestone Museum of Art， Tokyo 

Prov. : Mme Manet; A. Vollard ; E. Degas ; Trotti ; 

Wilhelm Hansen; Galerie Hodebert ; K. Matsu kata ; 
Collectionneur actuel 

Exp. :λI/anet， La Vie Moderne， Paris， 1880; 

Ex-λ1/ atsukata Collection， Bridgestone Gallery， Tokyo， 

1953， cat. n033; 2nd Ex-Matukata Collection， Bridge-
stone Gallery， Tokyo， 1955， cat. nO 35 

マネが足の成長のためノ、リ 近郊のベノレヴュ Bellevue

にifJ右 していたころの)~jl什いに女流歌手エ ミリー ・ ア

ンブノレ EmilieAmbreがおり， マネはその肖像《カ

ノレメンにゆしたエ ミリ一 ・アンフツレ))(1879-89，フイ

ラデ、/ルレフ f ア夫たωb制科術1;町;可I館)もH官l'目'}いl

フブブ、や、ラン ArmanclBrun 氏はエミリ一に;籾~副II しい友人

で，本I~I もベノレヴュのエミリーの家の庭に立っている

ところを去わしたものと推測されている。ところでこ

の肖像~l'iはなぜかエミリーあるいはプラン氏の所蔵

とならず，マネの死後，未亡人からアンプロワーズ・ヴ

ォラーノレに売られ，そこからドガの手に移った。1981

年 3刀2611のドガの死後の売立て (同目録には ((X氏

のi'i像》として復製掲載)で トロ ッティが31，000フラ

ンで、部札し， つづいてコペンハーゲンのハンセン ・コ

レクションや松ブ'j.LC;を粍て現所蔵者に移った。

文献:Bibl.: 

平凡社版 ~Ilt-W美術全集23jltil下19世紀IIJJ 1953，原色

厄|版8;

プ(1川 ~.'=i:!rl~版 Hlt界文化史大系10JJ 1959，図版苔号 4; 

プ(1川詐J，Li版 『世界美術-f:集36丙洋(12)近代IIJJ 1961， 

図版苔 ~5. 9 ; 

『ブリヂストン ・ギャラリー』ブリヂストン美術館目

録， 1965，図版番号19.
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P.Jamot， G. Wildenstein， M. L. Bataille， Manet， 

Paris 1932， n 0369 ; 
A. Tabarant，λ1anet et ses auvres， Paris 1947， 11。

334 ; 
E. Moreau-Nelatol1， /v1anet raconte tar lui-meme， Paris 

1926， II， n0268; 
Wilhelm Hansens Samling， Copenhagen， 1918， 11

0
65; 

B. Dorival，“Un musee japonais d'art francais" in 

COlZllaissance des Arts， Nov. 1958 ; 
恥1.Venturi， S. Orienti， L'otera tittorica di Edouard 

Manet. Mila110 1967， 110286; 
D. Rouart， S. 0巾 11ti，Tout l'auvreμint de Manet， 

Paris 1970， n0286. 

ー'

3. 丸帽子をつけた自画像 1879年

7111彩カンヴ fス :0.96xO.64m

右下に t日fl:E.M 

flド)I， 11古|人!被

来歴:へヒ々ー ;リンデIWL;ベーレンス
展覧会 :松)Jコレクシコン名作選抜)此 !↓0;(， 1 tij ¥'/IILj 

洋美術館 1960，Il f;l需け56

Manet a la calotte 1879 

Huile sur toile : 0.96 x O. 64m 

Signe en bas a droite : E.M 

Collection privee， Kobe 

Prov. : Paechter; Dr. Linde; Th. Behren 

Exp. : M aste7アieces01 tlze Ex-lv1 atsukata Collectioll， 
Tokyo， Musee National d' Art Occiclental， 1960 cat 

n056 

1856~58 ;rにマネは戯p l l/凪の 1'l pllÎ 像 を tNiき，以後約20

4二II¥JI'I分をモデノレにしたことがなかった。それが1879

年に弔ってつづけて 2点の山削除をつくった。ようや

く主齢を迎え 3 しかも左胸lの病気がはかばかしくな

く，彼は ['1L'，に問いかける必裂を感じたのかもしれな

い。そのうち初めにtll占いたノ、レッ トをもっ円l凶{象(ニ

ューヨーク，ジョン ・L・ロエブ夫妻 Mr.ancl Mrs 

lohn L. Loeb 蔵)は半身像で，これを仕上げたとき γ

『司

ネは友人たちにJ，~に来るようにJ11いたが，全身 i象の本

凶については家政などごく近刻の占にしか此せなか

ったと伝えられる。本位|はメし11111バ-f(キャロット)をつけ

ているため《メulJ111fをつけたi'llllJjf象》とよlまれ江川 、

)jのlc:m~J をえ:m~Jにして ;{î}出l を .jよ踏み山してい る。 plJj

111iの余白からみて未完成作とよぶべきもので， ((ハレ

ットをもっ (1~llj 像>> (1，000フラン)とJUこ1899;1'-12)J

γ ネ木亡人からベノレリ ンのplljp;gペヒターに 6，000フラ

ンで、光られた。 ところでここに厄介な問題がでてく

る。なぜならこれら 2点の"lpIII像は，すでにこの年つ

まり 1899年の 2)]211の約点で、マネ犬人から妹のγ Jl-
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ト・ヴ fベール夫人にWiりされることにfcっていたか

らである。しかし金銭上の必些からヘノネλー人はこれら

を必らさ、るをれiず，イ1よりと して1JJのエド少アーノレ ・ヴ

fベーノレ EdouarclVibert に こ ~1.，らのHr午 をつく〉

せた。それは非常に此'hな悦'与で，))l.l阿と筒qi.に凡分

けがつかないものであったといわれる。 こうしてμ
作と校;'IJ.と二相知の1'1phj像が山現し， しかも枚写の

)].もいつかlf作とみなされるようになって， これら

の以後の川)i:~ !1を を 正確に辿る ことが 難しくなった。

々パランはその存書 (A.Tabarant， Manet et ses 

auvres， Paris 1947)でマイエノレ ・グレーフェ Meier-

Graefe の汗 『エ ドゥアーノレ・マネ』で本図が「ウー

デ ・コレクション Coll.UhcleJ となっているのはお

かしく ， リューベックのリンデ博ゴーの下を経てノ、ン

ブ、/レクのベーレンスに移ったと述 べている。またタ

パ弓ンは み;図にはもともと.r;.t，がないのに コへンハ

ーゲンのウイノレへノレム ・ノ、ンセン VY.Hansenコレク

ションの1918iF-のカ々ログでは E・Mの『符t，が人り，

しかも寸法が 94x 79cmとなっているのもおかしいと

jfべている。 上，lt!のようにわがIlij所在のI'IP刷象も‘

、J'?J;は々パランのカ々ログのそれ (0.94 x O. 63m)と

与して変り がないのに，E.Mという訳本1は入ってい

ふ。しかし本国をもって棋'Ifであると即断すること「

できない。なぜならμ作と11されるハンブ/レクのベー

しンス ・コレクションのf1'，'，，'，が，ヴェン 卜ゥーリ， オ

リエンテ fの総 11似 (M.Venturi， S.Orienti， L'otera 

戸ittoricadi Edouard Manet， Milano 1967)では1111)1れ

となってお り， その後のJ1i'}I':託行Aを，ft!していないからで

ある。 松);1¥:はベーレンスカミら{也のfl:，'，，'，を穴っている

ので，それと 市にtbW人したかどうか，また'害t，の11¥1

j起をどう 汚えるか， 今後に放された研究課題である

Zltik Bibl 

何11μ し近代絵pl'jの(1イドj]JJM川版社 1951， 原色図版
1. ()'iI¥分); 

/ 
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jfi門安Mf:"マネ ripfT! f.象円『みづ.ゑJI6630' 1960， p.75， 

Uj(色l主l版 (部分); f{J川 ~f:': J ， li版 III界夫術イミjt36 iJliy下

(12)近代llJl1961， p.176 1::.::1版;

大J川lll次 マネとモネ』現代絵p町1，夫市|引1¥版社， 19 

61，灯、色閃版 (部分)

P. Jamot， G. Wilclenstein. M. L. Bataille，λ1anet， 
Paris 1932， n0295; A. Tabarant， J¥lfanet et ses oeuvres， 

Paris 1947， n0321 ; P. Courthion， Aイanetraconte tar 
lui-meme et tar ses amis， Genをve1953， vol. ll， re-

procl， ; 
M. Venturi， S. Orienti， L' otera tittorica di E douard 
Manet， Milano 1967， n0275; D. Rouart， S. Orienti， 
Tout l'auvre teint de Manet， Paris 1970， n0275. 

4. メリー・ローラン 1882年

ノ、ステノレ，カンヴァス :O. 42xO. 375m 



在ドに将t'1: E.M 

.*J;(・ブリヂ、ストンJ.JhsIi 11';抵
来歴 :イリ ー ・ローラン，ヴ fクト Jレ・マノL グリッ

ト;ベノレネーム ・ジュヌ ;AllJ，i K ; rJtJfr}I';託行

展覧会:アランス近代絵pl川'ij;'I-Y.!出， 4~);( ， 1920， 11 JJ 
f!): )~. 8 

Mery Laurent， tete profilee 1882 

Pastel sur toile : 0.42 x O. 375m 

igne en bas a gauche : E.M 

Bridgestone 1¥在useumof Art， Tokyo 

Prov. Mery Laurent ; Victor Margueritte ; 

Bernheim、Jeune; K.， Osaka; Collectionneur actueI 

Exp. : Fmnre Kindai Kaiga Choso， Tokyo， 1920， n 08 

1882 ~1:.は γ-I~ のタEの lìU j l:. に、 li る。このゴ|二の 2JJ から 8

) Jまで，ヘノネはアトリエでノ、ステノレplijを多くっくり ，

そこへメリー ・ローラシがしばしばlihれてきた。彼ム

とは1776 ~1 :. の例出のときからの知|介いで ， しかも在1，;，k

のf1:む口ーγ0・Jは アムステノレザム街 のアトリエのナ

ぐ近 くだったのである。メリーの|弘気なおしゃべリは

!仰をぬA]むマネにとってつねに!日.めであった。 マネはpllj

先日にカンヴ').スや和〔をiccし、て，彼kにとくにホーズを

求めず 3 おしゃべりにうけこたえ しながら 3 さまJま

のl<ofJ'fをoJlどさし，1'-を1fJJかしていた。こうしたハステ
ノレによる彼女の円像のスケッテが少なくとも 7}，'，~あ
るといわれ，本|ヌ|はそのシリーズの以後の作に、liる九

しい) /)J ~ と 1"Iのリボンだけで、11)'11rをかぶらず，しかも
釦までの術創はこれ 1}，'、Lだけである。メリーは本lχ|を

/'/二信にf!(/iっていたが，その後ヴ fクトノレ ・マノレグリッ

トにj立l!刊され，ベノレホーム ・ジェヌの丁ーにiJ.企つての九
大IViのK1¥:を粍て現!知山行に移った。

ところで 近年山版されたヴェントゥーリ ， オリエン

テ fの総日録 (ibid，cat. n0381)やそのフランス初版

D. Rouart， S. Orienti， Tout l'oeuvre teint d'Edouard 

Manet， Paris， 1970， cat. n 0 387 では，イ玄関のメリ
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ーのド</版をのせながら， これをモントリオールの丈-

Hifti: Museum of Fine Arts， MontreaI のIjr}I';~ と

，fcしている。 II，Jじ作lvlが 2ケmにあるとはおかしい
のでモントリオールに 問介せたところ，l"jsi:で《メ

リー ・ローラン》としているのはγ ネの})IJの作11"'1(卜

，fcの:貯の総IIJJによれば《行い娘の像》 で， メリー
ではなくメリーのとこ乃で働いていたおjil.[ー の以を

ぷわしたもの)であって，本12<1と/"jじl2<1川のものは}jr

(Jーしておらず， /二 ， fcの: 抗:の d~~ り である こと が判明l し
た またI汗よれについては， タパラン (ibid.p. 445) 

には、 plljliliJe卜・に m という以文，[:があると，fcされて

いるカ入 ブリデ、ストン作lullには/1ミトに E.Mと11Uノ¥

されており， IIUJ起が'1~ずるが，おそらく J../ パワン U) ，i~~
りであろう。

J主 I~ Bibl 

f(J j l/'~':)ll i版 /11:料xーやI;i全集 36I'Li作(12)近代IIJJ 1961， 
bk 色I~/版 4 ; 

ホーム ・ギャラリー E出 1960， 1 2< IJt反訴 ~J 3; 

フリヂストン ・ギャラリー』ブリヂストンsvl刊i:11 
3品、 1965，/2</版寄り 18.

P. Jamot， G. Vlilclenstein， M.L. BatailIe， i¥!lanet， Paris 
1932， 11 0335 ; 

A. Tabarant， Manet et ses auvres， Paris 1947， n0526: 
L' Oeil， Mai 1961， p.37 reprod. ; 

M. Venturi， S. Orienti， L'ojうeratittorica di E doua rd 
Manet， Milano， 1967， n0381; 

D. Rouart， S. Orienti， Tout l'oeul're teint de i¥1anet， 
Paris 1970， n 0387 



5. 裸婦

サンギ‘ーヌ和{:O.41xO.275m 

イi卜.に将才，:E.M 

*J江、ブリデ、ストンßWifiÎi Ji:~

来歴 :林忠11:; WJ;( D ; lJU3fJt:託行

展覧会:必IJq.t，匝|以，バ-LJ;r11々 新Il:fJtl:， 1922; 111:界の

ぷ十Ni.t，作M，松尾 ・何川新IlfJtJ:， 11鈷高:~~'78 ;近代IJLI

?下絵IliJit，f1: !1~， イ[情Rvl刊行， 1961， 11 ~止需{} 15

Femme nue assise 

Sanguine sur papier : 0.41 x O. 275m 

一、
1
1代
I
t
-
-

i
k
/
i
f¥
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Signe en bas a droite : E.M 

Briclgestone Museum o[ Art， Tokyo 

Prov. T. Hayashi; D.， Tokyo Collectionneur 
actuel 

Exp. : Taisei M eiga， Tokyo 1922; Sekai no Sob}o 
Meisaku， Tokyo， 1957， cat. n078; Kindai SeりoKaiga 
M eisaku， Ishibashi Art Gallery， 1くurume1961， cat 
n015 

文献 Bibl.: ，;qJ 11 ffrllfj付 III:Wのぷ tNi'1957， Iて|版部:

む15; 

ブリヂ、ストン ・ギャ弓リー』ブリヂストン夫術館11

}J， 1965、|ズ1)阪府り16
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(B)旧松方コレクション作品

Oeuvres d' ancienne collection 

atsukata 

6. 闘牛士 1866年

irll彩 カンヴァス :o. 64x O. 78m 
右下に署名 manet

来歴 :アノレベーノレ ・エク ;M.A.F.オード; ドニ ・コ

シャン iジョノレジュ ・ベルネイム ;松)J幸次郎 ;? 

Picadors 1866 

Huile sur toile : 064 x O. 78m 

Sign己enbas a droite : manet 

Prov. : Albert Hecht ; M.A.F. Aude; Denys Cochin; 
Georges Bernheim ; K. Matsukata ; ? 

1865年のスへイン旅行ののち ， マネは:.12~下にかけてス

ヘインの印象をもとに多くの作 l11111 を J怖 いた。 (f~， ;ft

((i'"(yl!大き)) )レーウツレム付ift'!':)も18661，:.の作JIllであり、

これのサロン儲illを契機にエミーノレ ・プラと刺火・を
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れ1;ぶことにもなった。約百吹き》につづいてマネは 3

/~(の ((1山j 午》のJj)IÍIÍ を JNiいているが，本凶はその 2 干存 11

のもので，シカゴ、*術研究所の作，'，，'， (0.48 x O. 605m) 

より大きくパリの何人}I':長のそれ (0.90 x 1. 10m)より

小さい。 1884年のアトリエのうI己立て (n027)の際アノレ

ベール・エクに550フランで椛札され，つづいてM.A.E.

オードに移 り， オードは1900年の「フランス美WJ100~ f.

展 Centennalede l' Art FrancaisJ に山品。その後

1919年 3刀26nの先立てでドニ ・コシャンが30，000
フランで結札，しばらくのち松方氏に売られた。しか

し今，-，では所在不明である。

文献， Bibl.: 

P. Jamot， G. Wildenstein， M. L. Bataille，λイanet，
Paris 1932， n 0122 ; 

Tabarant，λ1anet et ses auvres， Paris 1947， n01l9; 

M. Venturi， S. Orienti， L'otera jうittoricadi Edouard 
Manet， Milano， 1967， n0100 ; 

D. Rouart， S. Orienti， Tout l'oeuvre teint de Manet， 
Paris 1970， n 099. 

7. 嵐の海 1873年

れli彩 カンヴァス:0.55xO.58m 
;{i下に'p，.1'， manet 



r 

来歴 :レオン ・コエラ ・レンホップ iド，'，ードシ，松

)j、iE次n¥;; ? 

Marine， temps d'orage 1873 

Huile sur toile : 0.55 x 0.5801 

Signe en bas a droite; O1anet 

Prov. : Leon Koella-Leenho百;Deuclon ; K. Matsu-
kata; ? 

18731¥'-とは，ilfiイムi政I[トやノ、リ ・コミ -'-ーンのf免 γt 
がようやくj1Jびパリに治Jれ 、て，(I;IJ作にもi!11が1Uり，

((，レ ・ボン ・ボック))(ブ fラデ、/レブイア， )~111@{D が

サロンで、大成功を収めた年に、11る。彼はこの年 戦i怯投守ト

D前2γ「後のI什|々 をi過t品iしたj海虹 i辺l口1の忠い山やスケツチをまと

めようとしたのか，i討海f，師!正JJぷj止t を 1叩0，'人点白II \~

岡もそのひとつでで、， j~~l を lìíJ に主のみなぎる引の ド， 'II!{ 

船が二峨，iM ¥:にうかんで、いる'I'SJ;しで、ある 1884"1:の

ア トリエの先立て (n080)の際，忠、子 のレオン ・コエ

ラ ・レンホッフが 400フランで11いもどし，の九にド

ゥードン ・コレクシュンを京王て松);l¥:の下にノ¥ちた。

しかし今日 j万紅不明で、ある。

文献 BibL:
P. Jamot， G. Wildenstein， M. L. Bataille; ，¥1anet， 
Paris 1932， n 0226 ; 
A. Tabarant， Manet et ses oeuvres， Paris 1947， n0206; 

M. Venturi， S. Orienti， L'otera tittorica di Edouard 
Manet， Milano 1967， n0176 ; 
D. Rouart， S. Orienti， Tout ['auvre teint de lvlanet， 

Paris 1970， n0177. 
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8. ビヤホールの給仕女 1879年

il¥1彩カンヴ f ス :0.77 x O. 64m 

γ-，;よ亡人によってイi卜に')>;.名:E. Manet 

、リ、 /レーヴ/レXWiftu}l:託

来歴:フェルナン ・パυ リ Iレ，オ』ギにスト ・ヘル弓

ドニ ・コシャン ，ベルネーム ・ジ人ヌ ;松}j、:;:iJく

n¥; ;思~}肝 }I:託 行

展覧会 :フランス派間作)1(，パリ 、ジ 11[..ジノテ

( 1111i!U目、 1910， ¥¥ ~;k 係り 117 ;近代夫市町民、ハリ 、 レ・

・ザー/レ誌引い 1912;フランスた術l民、サシ ・プラン

シスコ、1924-25， 1¥ J，ュk吊:~5- 33 ;々 ヴ fッドから七 lf

ンヌまで民、 ブラッセル，1947-48. ¥¥ U {骨 ~599 ;ヴ

ェネツ fア ・ビエンナーレ )1(_1948; .lJ~代 ~~:1Mの起i~;(



A111see National du Louvre: teintures ecole ]rancaise 

1ge siecle， Paris 1960， vo1. III， n01210; 
M. Venturi， S. Orienti， L・oteratittorica di Edouard 
/vfanet， 1967， n0266B ; 

J， Richardson，λ1anet， London， New York 1967， 

pl. 46; 
D. Rouart， S. Orienti， Tout l'auvre teint deル1anet，

Paris 1970， n0266B 

j終l柊終 りに，以 1-.0の')(門什T↑十:九ソ今〉lι山1JA山11h山'1
ンス々 fン (υJ.Wν川)， 々 パヲン (Tab)ノレ一アール=オ

リエンテ( ( R.O)υ〉総 11 ~kのカ々 υ グ需り をひとつ

にまとめておく。
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民、 レンヌ、 1951、11J，J(作り20;ヴ fン ・ゴッホの仏t
人:ft.1ぃ日IS代人民， アムステ Fレダム ・オッテノレロー，

1953、11事止需り25;マネIJ(，γFレじーユ‘カンテ fー

ニ夫術館、 1961、11鋭部号22

La serveuse de bocks 1879 

I-Iuile sur toile : O. 77xO. 64m 
Siεne par la main cle Mm  

droite: E.恥1anet

Musee clu Louγre， Paris 

Prov. : Fernanc1 Barroil ; Auguste Pellerin ; Denys 

Cochin; Bernheim Jeune ; K.Matsukata ; Collection-

neur actuel 

Exp. : Che]s d'αllvre de l'ecole ]ra町aise，Paris， Gco 

rges Petit， 1910， cat. n0117 ; Art ，¥1oderne， a I'botel 

cle la revue Les arts， 1912; Frenc!z Art， San Francisco， 

1924-25、 cat.n 033 ; De David a CeとalZlle，Bruxelles， 

1947-48， cat. 11099; Biel/l7ale， Venise， 1948; Les 

origines de l' al't contemtorain， Rennes， 1951， cal. n。

20; Les granイscontemtorains de Van Cog!z， An~stcrclam 

et Otterlo， 1953， cat. n025 : .¥1anet， Marscille， l¥1usee 
Cantini， 1961， cat. n022 

1870{j'-代のハリの時りJJ/)をiNiレ、た，いわゆるナチにラ

リスムの(/f"II"のひとつで，ロンドン、ナシー1ナル ・ギ

ャラリーの|μJ)出の作JIlllのヴ y リアン卜と 11され心。松

)jlí:， は本|火|をベ/レネ ーム - ジ Jι ヌから1l1，~ノ\し ， ア弓ン

スに保竹していたが，第 二次大ii没後、 、|乙和条約加発効

に fl って 1952~1.:'. フ弓ンス政J{fの j肝心 に出 Il し ， JJt (1ノレー

ヴノレぷ術飢にl以められている。

文献 Bibl.: 
Th. Duret， Histoire d' Edouard Manet et de son 
azwre， avec un Catalogue des jうeintureset des tastels， 
Paris 1902， n0229 (ed. 1919， n0229); 

].E. Blanche， Manet， Paris 1924， pl. 36 ; 
E.恥10reau-Nelaton，Manet raconte tar lui-meme， Paris 

1926， n 0 239 ; 
P. Jamot， G. Wildenstein， M.L Bataille， Manet， Paris 

1932， n 0336 ; 
A. Tabarant， Manet et ses auvres， Paris 1947， n0299; 

Cataloglle des ρeintures， tastels， scu伊tures imtression-
nistes， Paris 1958， n 0211 ; 

Manet en bas a 



ドラク口ワとロダン

高階秀爾

Delacroix et Rodin 

par Shuji TAKASHINA 
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lJ~ イ正すでに ， 1 ， ' p I11下J t， ~: として jよく知 | られてい

るその 保体ぷ術論 (1956年1において，ケ

ネス ・ クラ ー ク 9i~1l は IJ ダンの独自IJ 'ド 1: を はつじ

りとliZめながらも， 彼は lコマン派の絵III'j，Q'，'i:に

ドラクfJワの強い J~~料があったことを，次ぎの

ように適確にJ別商 している

I {:'，t:大な IJマン派のμltiたちの以後の後剤取

-(i' ij:， IJダンである もっとも，こう n千ぶこ

とは， ロダンにとってはイ汁出であるかもしれ

ない 彼はつねに ，'，分はギリシャ人とゴシッ

クの彫刻家の弟子であると主似 していたから

である しかし， ，11f=しも ，'，己0'11，'パ巳から逃れ

ることはできない 長い雌史の'11で凡てみれ

ば IJダンは， ミケランジェ '1のおIj意を受け

継ぎft.がら 3 それをいっそう 'H可:II¥J的な，そし

て絵III，j(内なものに変えつつ，ジェリコーとド

ラク [J リの悲劇IH'I:を彫刻の[11:桝にまでJ広げて
:Uったものと了jうことができる 彼の )1ヲ態J，I~~

党は鰐くべきほどドラク IJ ソのそ れ に近い

し， ((地獄のド'J))のなかのある砧の人II¥J像が

ダンテの小月j にしがみつく 亡れた ちの J~~ か

ら3 またあの大f'P.石の《ダナエ》の像が 1.'ド

"1 {の馬蹄の前にうなだれる花のような少k像

から， t~料を受けていないということは，ほ

とんど身えられないことである。J(訟 1)

'JU~ ， IJダンが， 気質的にはきわめて ，'，分

と近かった 《ダンテの小);ゅのn匠を深 く昨
{放していたことは，例えば 3 ホール ・〆ゼノレ

との対話のなかの次ぎ の 'î~Îjからも w劫に う



1 ドラク口ワ 《ダンテの小舟))(Jレーヴル美術館)
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かがうことができるυ がダンテの [ネ中l1lJcsから忽をねており，その後

もイnJI111か省主がダンテに対してオマージュをJ本げ

「例えばドラク tJワは，デッサンを知らな ているように， υダンも，その畢生の大作((1山

いと育って随分非難された だがほんとう 獄の1"]))において，彼 ，'，身の尊敬するフィレン

は，それは逆で，彼のデッサンは，彼の色彩

と;長に見事にひとつになっているのだ その

色彩と同じように，そ のデッサンは 断続的

で，熱っほく，昂揚されている それは生命

の力と激しさとを持っている 3 その色彩と同

じように，彼のデッサンはn年に度はずれとな

る だがそのH、?にこそ，それは最も夫しいの

だ 彩色とデッサン，このどちらかを )Jだ

け切り離して鑑負Pすることはできない なぜ

なら 3 両者はひとつのものなのだから・0・・ 」

(註2) 

しかも， ロダンとドラクロワは，気質のみな

らず 3 芸術上の趣味においてもきわめてよく似

ていた。ロダンが，彫刻における円己の先達と

してミケランジュロを深く崇拝していたことは

広く失11られている通りであり，その点について

はヨーゼフ ・セガントナーの俊れた研究(芯3)

が充分な説得力をもってわれわれにノ]与してくれ

るが， ドラクロワもまfこ， ，'，からイタリアlこ行

ったことは遂になかったにもかかわらず 3 ミケ

ランジェロを，f.'Jく評価して，時には円己(，身を

ミケランジエロになぞらえたりまでしている

(詮4)。

さらに，文学上の趣味についても 3 ふたりは 1で f

悦くべきほどの共通性を示している。 ドラクロ 3 ロダン 《ダンテとヴヱルギリウス))(パリ，ロ

ワが1822年にはじめてサロンに山品した問題作 ダン美術館)
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ツェのλ:人から霊感を何ーであの壮大なモニ;.1，ノ

ン卜を点IjりJ'.げたのである

とすれば 3 クラーク卯/lが H行ノ(~的に述べている

ように， ((地獄の l ， rJ))の十rl'í:f.ll を~:来っている H.'í:， 

、lill与すでに/レーウツレ夫術館にあったドラク I.Jソ

の《ダンテの小舟》が p ダンの心の仁l'に思u、浮

かばなかった符はない ドラクロワのこの最初

の傑作は，発表された1I.'i:には，ほんのわずかの

称讃 円を除いて 3 ほとんどの人から手酷しく攻

撃されたが， 1911t紀の後、ドにおいては，すでに

ひとつの ，Jィ典として少くとも 、'in.'j:の「前衛的

な」 才IfIt、 IfT ' j家たちからは強い共感と尊敬の Ill~ を

もって|挑めらhており lJ夕、、ンとほぼ同↑11:代;の

γ ネやセザンヌなどが，わざわざその模写を試

みたりしているほどだったからである(註5)J

'Jりふクラーク卿は上に引用した文章以上に

はっきりとJ1.体的事例を指摘 しているわけでは
ないが， ((地獄の門》のためにlJダンが描いた

数多くのデッサンのなかには直接《ダンテの

小舟》から霊感を得たと忠われるものがいくつ

かある 例えば，ハリのロダン美術館にある

《ダンテとヴェノレギリウス》のデッサン(図3)

は，ふたりとも裸休の姿ながら同手を挙げて恐

れおののくダンテをヴェノレギリウスが抱きかか

えるようにして前十めているところをあらわした

もので， ((ダンテの/ト);l))(図 1)に登場するふ

たりのJ、?人のモティーフをいっそうドラマティ

ックにしたものと Iiってよい

さらに興味深い明(1な関係は，フィラデ、/レフ

ィア美術館附属のロダン美術館に所蔵 されてい

る《ウゴリーノの食事》と題ナるデッサン(図
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2 ) にはっきりとよLてと~1，る このデッサンに

は，紙の余千|にロダン 1'1身の手で“Lerepas 

d'Ugolin - les ombres regardent句ouvant白"

(ウゴリーノ食事-亡什どもは悦き恐れてそれ

を眺める)という書き込みがあるから，その主

題が 『神出』のなかの有名なウゴリーノのエピ

ソードからとられたものであるとは明らかであ

るU しかもロダンはここでは，空腹を訴えるわ

が子を見ながら， il分円身激しい飢えに悩まさ

れp わが子に対して恐ろしい気持ちを抱 くあの

しばしば芸術表現にとり上げられるウゴリーノ

ではなく， ダンテとヴェノレギリウスがまず最初

に山会った「氷も11けの男たち」の姿で現われる

ウゴリーノを柑iいているう 『ネ中曲』のなかのそ

の部分の描写は，次ぎのよillりである。

私たちは彼から離れてその先へ進んだ，

その時一つの穴に二人氷漬けになった男

が見えた 3

一人の頭がもう 一人の頭に帽子のように

かぶさっている，

そして餓えた男がノ、ンをむさぼるように

上になった方が下の方の

jj泊と項(うなじ)の問に歯を立てている。

この男が脳蓋やその近辺に11歯みついている

係は

テュデウスが怒りにまかせて

メラニッホスの顧献にl食いついたのと変

わりはなかった・・・・・・(注6)

この原文と対照してみれば， ロダンのデッサ



ンはきわめて忠夫にダンテの描勺:に したがって

いるように見えるが， しかし，ダンテの文立を

読んだだけでは， ふたりの「氷漬けになった

男」が，どのように組作わされているのか明確

でない ところがロダンは，そのふたりを造形

化するにあたって，大官j教ルッジェーリをまる

で解許IjfiのJ'.に横たえられた似体のようにIIIJir而

に横長に描きU=lし， ウゴリーノがそのぼlのとこ

に立って上から部し、かぶさる ようにl喰いつく と

いう 4
0

•lt:異なコ ンホジシコンを採用した これ(

I~ J らかに， ((ダンテの小川上》において，ちょう

ど同じように回而の左端で，木 111から半ば身体

を出してダ、ンテの小);J'にかじりつく亡者の姿を

範例としている 犠牲者ーの顔をおさえるイi干の

位同や 3 首を前に曲げてむしゃぶりつく以 fーな

ども 3 ドラクロワ のモティーフ そ のままであ

る。

舟の紬にかじりつくこのきわめて劇的な効よい

を持った亡者のモティーフは，若いドラク ¥Jワ

の天才が生み出 した表現jJに7吉む形態のひとつ

である。ダンテの原文には，舟のまわりに集ま

る亡者どもは登場して来るが 3 直接このモティ

ーフを暗示するような描写はない 3 ドラクロワ

が文学作品を主題として作品を作る時，かなら

ずしも忠実に原文通りに描くのではないこと

は，例えば《ドン ・ジュ アンの難破》をはじめ

として多くの場合に凡られるところだが，その

最初の傑作においても， ドラクロワは，その也;

かな想像力によって，この驚くべきモティーフ

を創造したのである。 そして， この亡者の姿

が， ドラクロワ自身にとってもおそらく気に入
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ったモティーフであったことは，.lJl (1:オッタソ

のナショナノレ ・ ギャラリー ・ オヴ ・ カナダに{~

イヂさA'-している《ダンテの小);J-))のための卜l火|木

彩 ([さ[4)が，多 くの点でソレーウツレの油絵と述

4 ドラクロワ 《ダンテの小舟》下絵(オッタワ，

ナショナル・ギャラリー・オヴ ・カナダ)

った構想、をぶしながら，この舟にしがみつく亡

者だけは (左右が逆になっているが)ほとんど

同じ姿で登場して米ることからも，容易に想像

されるところである ヲ事実，この亡者の姿は，

現在でもわれわれ見る者に強い表現効巣をl.j_え

るが，この作品が発表された1]寺にも，例えば数

少いドラク υワの掛Ii護者のひとり， アドノレフ ・

ティエーノレは 11をきわめてその表現力を絶讃

しているのである。

劇的効果を持つ人体のホーズにき わめて敏J，~

だったロダンは，もちろんこのモティーフのt与

つ力に強く惹きつけられていたに相違ない し

たがってロダンが 3 同じダンテの 『ネ中山』に;也



を得た大作をいろいろと構想1ナるにあたってp

ドラク¥1ワの先例を借用しようとしたのも少し

もイ~ .'J.t ， i誌で、はない の 現に，フィラデフィアのこ

のデッサンには， 四面イ{下の11111に， "Dante"お

よび“Virgile"という 1.1ダン白身の書きこみま

である アノレパート ・エノレセンは， ((地獄の門》

についてのその優れた研究主の lドで，このデッ

サンに触れ，この書きこみは， 画面右手にごく

わずかの線で、ぶされているふたりの人物がそれ

ぞjも 「ダンテJと「ヴェノレギリウス」であるこ

とをノl'すものであろうと述べており(誌7)， ドラ

クロワの作品との関係については何も触れてい

ないが，たとえ，エノレセンの推定する通りだと

しても 3 ダンテとヴェノレギリウスの登場する場

面を拙きながら， ドラクロワの名作を思い出さ

ないということは不可能である。のみならず，

ロダンは， ドラクロワから{昔りたこのモティー

フを描きたいばかりに，わざわざウゴリーノの

エヒソードのこの場面を選んだとも言えるので

ある。

エノレセンは，上に号|いた研究者の同じ場所

で， 横たわる大司教ノレッジェーリの胸の上に組

介わされた両腕を，後からロダンがなぐり抽き

の線ですjしているのは，このような 「平穏なホ

ーズ」は場面のドラマティックな雰囲気にそぐ

わないとロダン白身が気がついたためであろう

と述べているが，たしかに寝台の上に長々と寝

そべったようなこのホーズは，決して劇的とは

守えない。さらに，その向う側から覗き込んで

いる亡者たちも，まるで解剖学の講義を聴く学

生たちのようで，決してロダンの言う「驚き恐
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れて」いる有肢が効果的に表現されているとは

忠われない。このデッサンにおいて，すさまじ

い劇的迫力を不すn(自ーの部分は，まさ しくドラ

クロリから借りたあの大司教にかじりつくウゴ

リーノの姿だけなのである。

しかも， ウゴリー/の物語りのなかで， ウゴ

リーノとノレッジェーリのふたりを組合わせて示

ナというこの扱い方自体が具例のものである。

この物語りのなかで最も人の心を打ち，それ故

に最も効果的な部分は，言うまでもなく，愛す

るわが子に対してさえ食慾を覚えるあの文字通

り身の毛もよだつような浅ましい飢餓のエヒソ

ードである。それなればこそ， ロダンの先輩で

あるカノレホーをはじめとして，多くの芸術家

は，わが子を前にしたウゴYーノの姿を主題と

して選んでいるのであるほ8)。

ロダン自身，最終的にはこのデッサンの構想、

を棄てて， ((地獄の門》においては，わが子の

上にまるで、動物のように四つ這いになって覆い

かぶさるウゴリーノというあの新しいモティー

フを創り出した(図 5，6)，。 結局フィラデル

フィアのデッサンは， ((地獄の門》の構想、とし

ては適切なものではなかったのである。だが，

主題の扱い方から言っても，場面全体の効果か

ら言っても，決して適切とは言えないこのよう

なデッサンをわざわざ描いたというその事実自

体， ロダンがドラクロワのモティーフに強く執

着していたことを物語るものではないだろう

か。このモティーフの効果以外， ロダンを惹き

つけるものはほかに何もないからである。



5 ロダン 《地獄の門))(東京，国立西洋美術館)

しかし 3 それほどまでこのモティーアに強く

惹きつけられていながら 3 ロダンが 7ィラデ

ノレフィアのデッサンにおいて見られるように，

その人物を地獄の三途の河の亡省からウゴリー

ノの姿に変えてしまったところに，さらに新し

い興味深い問題が提出される。それは， ウゴリ

ーノの主題に対ナる υダンの関心とその扱い方

である。
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もともと 3 この主題は 111-くから岡家や彫刻

家の興味を11予び起こしていたが，特に 11マン派

以後，そのおぞましい内容の故に，多くのぷ術

家の忽像ノJを刺激していたっ後には 3 エヒソー

ド的な主題をまったく放来:して純粋に 「造形」

のIIUJillにのみ向うセザンヌですら， ;t-'fい頃には

《ウゴリーノ》のデッサンを残しておリ ，それ

にダンテとヴェノレギリウスの(想像上の)会話

までUき力nえている。このデッサンは， クノレト
・パットがそのセザ、ンヌについての研究占のな

かで指摘するように(訟9)，後の《 トランプをす

る人びと》の情Iz，clの山発点となったものとして

fff~であるが 3 それと 同時に，どJ [I寺の若い回家

たちに夫lーする「ウゴリーノ 物語り」のインハク

トの強さをよくノlとすものであろう 。

1-1ダンは， フィラデ、/レフィアのデッサン以外

に，なお数多くウゴリーノのデッサンを放して

いるが 3 最終的に 《地獄の門》の中央の最も可〔

必なIfl¥分にその群像を配置したことから与えて

も3 それはロダンにとってきわめて大切なJ:jill

であったに違いない。

その最終的な情忽を とめるにあたっては 11

ダンは《ダンテの小舟》以外に，もうひとつド

ラクロワからヒン トを得ている。それは， 1838 

年のサロンに出品された《怒れるメディア))(1火|

8 )である。

:g~在， ドラクロワのこの《メディァ》は，ノレ

ーウソレとリーノレ美術館にほぼ同じ構図の作品が

あり，さらに，やや構図は違うがベルリンのIJJ

立美術館にも同主題のものがある。だがいずれ

にしても，これも嫉妬のあまりわが子を殺 して



F← ー

6 ロダン 《地獄の門》 ウゴリーノ群像の部分 (東京，国立西洋美術館)
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8 ドラクロワ 《怒れるメディア))(リール美術館)

夫に復讐するというロマン派好みの激しくドラ

マティックな物語りであり， ロダンの想像力に

訴えるものがあったに違いない。エノレセンは，

上に号|いた研究書で， ロダンが特にウゴリーノ

の主題に悲かれたのは，彼自身の息子に対する

複雑な感情の故ではないかという興味深い推定

を行なっている(註10)が，もしそうだとすれば，

メディアの主題もやはり同じようにロダンを惹

きつけた筈である ο エルセンも，パリのロダン

美術館にある《ウゴリーノ》のデッサンのひと
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《ウゴリーノ))(パリ，ロダン美術館)

つ(凶 7)について， ドラクロワの作JIllIとの関

係を|暗示しているが，そのほか，同じロダン尖

術館にあるもうひとつ別の同主題のデッサン

も，やはり同隊の可能性をf，~ じさせるほll ) こ

のデッサンには， ドラクロワのメディァを思わ

せる群像が二度ほどと，さらに， ロダンの最終

構想、に近い死んだ子供たちの上に四つ遣いにな

るウゴリーノというグノレーフが描かれている

が，その下に，“Ugoli口" (ウゴリーノ)という

文字と“Med白"(メディア)という文字がはっ



きり，I}:きこまれているのである めに附入されたものだが，ふたりがその話題を

もちろん， ドラク 11リと悦んで 11ダンの:l'J.l 1&り上げるのは，尖はそのI'Jijに 11ダンがドラク

阪ノJ を刺激したに違いない vrll~1 としてレーヴ

ノレ夫術館にあるカルホーのイT~，な群像を忘れる

わけにはいかない このカノレホーの作品も傑作

の才1にふさわしいものだが， しかし見る者に訴

える効以の強烈さから ，iえば 3 ロダンの情処lの

)-;がまさっている ，ホーノレ ・グゼノレは， その同

行のX1Yiiを3 次ぎのように明確に説明してい
ザ/

会J

「カ/レホーのff，rnでは， ヒサノ主まれのイ白百~

(ウゴ リーノ )は，怒りと 3 飢えと，子供た

九が11¥1もなく死なねばならないということに

対する J什i活とから， 同1亨手r二の3傘苧を同時に|ハlにあ
ててH哨尚んでで、いる ロダンは悲iU岱!主Z劇がさらに進

~ L ~I共?わrしたところを，忽怯定した ウゴリ一ノの f乙{供

たちはすでに，巴

り，父去l~は，空腹の i>>x しさから動物のような

状態になって両手とfili]膝をついてその屍体の

|にのしかかっている 彼は子供たちの身体

の)]にかがみこむ しかしそれと 同時に，彼

は激しく顔を横にそむける 彼の内部で、は，

これを食料 としてわが身を養いたいというけ

だものと，そのような恐ろしいわニ為に震えお

ののく愛する人間，思考する人間とが，激 し

くすトっている これほどまで心打つ表現はほ

かにない....J (注12)

この文立は 3 いダンの《ウゴリーノ》につい

てロダンとグゼ、/レが語り合う場面に，説明のた

11リの《ドン ・ジュアンの員削波》について強い

11調で讃昨の子¥.%を述べたからである 《ドン・

ジュアンの難破》 の阿而は，長い漂流に食料も

尽きて持宅Jl主に』陥み， ， iif~かが犠牲となる という

ことで鼓引きがわ二なわれている恐しい場rfIJを-I1li

き111，している}つまりドラクロワの作品の登場

人物たちは，ほぼ地獄のウゴリーノと同じよう

な状況に白かれているのであり，それなればこ

そ3 υ夕、、ンが《ドン ・ジュアン》に讃辞を:止した

後 3 ふたりの話題はごく n然に《ウゴリーノ》
に移って行くのである J

45 

とすJl.，ば 3 同じように， <<ウゴリーノ》をf/jlJ

作 している間， ロダンの心の'-1-'に《ドン ・ジュ

アン》の巨匠の思い山が娃って来たとしても，

少しも不思議ではないであろう 。そして lJダン

は，かつてドラクロワがそうしたように，文，ア

{刊l::九マlJllH1h(1Iに惣惣、を得ながら， (1 ~ の創造力による新し
い表現を生みLUそうと勿ノJし，それに兄'frに成

功 したのである。

(1) Kenneth Clark， The Nude， A Study oJ ldeal 

Art， 1956; Penguin Books Ed.， Harmonc1sworth， 

1960， pp. 260-261. ( なお、 本 ~Ilの邦訳版は、 近

く尖杭iII 'l版社より 1:1] :(j'了~}::iご )

(2) Auguste Roc1in， L'Art. Entretiens reunisρar 

Paul Gselt， Paris， 1911， p. 81. 

(3) Joseph Gantner， Rodin und Michelangelo， 

Wien， 1953 (栴llt忠雄訳 Hロダンとミケランジ

エロ~ 1111森社 196611て)



(4) このjμについては、 cf. Char旬sde Tolnay， 

"((Micbela昭 edans son atelier;; par Delacroix司ヘ

Caζette des Beallx-Arts， janvier， 1962， pp.43-

52 および• li'ijl;{;y禿削 ド弓ケ υI)における よJ術

家像J 11{{f1145年度文fI系学会研究論文集 n (近

F'J)を参J!日。
(5) cf. J obn Rewalcl， L' Histoire de l'imtression-

nisme， ecl. fr.， Paris， 1955， pp.27 et 67 

(6) lnfemo， XXXII， 124-132 邦訳は、判 11刷ム

，IR N'IIII (il'H 1 ¥，':':}j]、1966;，n157 Uより。
(7) Albert E. Elsen， Rodin's Cates of Hell， Uni-

versity of Minnesota Press， Minneapolis， 1960， 

pp. 52 f 

(8) この点については， cf. Francis Yates， c'Trans-

formation of Dante's Ugolino" JOllmal of the 

Warbllrg and COllrtauld Institlltes， vo1. 14， 1951， 

pp.103-117を参照。 なおこの論文の仁l'でイエイ

ツの挙げてい る 作例がすべてウゴリーノと f fJj~

たちをモティーフ としている ことは， フィラデ、

/レフ fアのデッサンがきわめて q'，'i妹なテーマだ

ということをさらによ己づけてくれる。ウゴリーノ

と大，1]教を揃きIJ¥した先例としては， IJtrt iltUl全

編に掃絵をつけたボッティチエノレリ のものがほ

とんどl唯一と言ってよい そこでは，うずくまる

大"j教の背Ijlの上にウゴリーノが砲し、かぶ さる

ようにしてかじり ついている。もし二人の組介わ

せということなら，このボッティチェルリのよう

な構1><1がli然な符である cf. y， Batard， Les 

dessins de S. Botticelliρour la Divine Comedie， 

Paris， 1952， Chant XXXII. 

(9) Kurt Baclt， The Art of C々 anne，English ecl.， 

Unirersity of California Press， 1965， pp. 97 f 

現在ノ、リの Leblondコレクションにあるセザン

ヌのこのデッサンが， ロダンのフィラデノレフィ
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アのデッサンのように iI'lJ而iに防長にテープソレを

il"l:き，そのI('Jうf!lijに制lt存を配した |μjじhYj:I火|をと

っているのは、もち乃ん(山然のII{i'介であろうが，

文学作lldlの造形化について、 ひとつのり"IJI味深い

川泌を出起ナる なお、 以11，む乙fm トラン「を
する人たちJJ :-彩J1967}1二、 1、2)J)~. niiの

， ìíjの土j江t ~ 1'/:二日，':-:林、 1970 {I :.(こT' f~止)も 司 この

デッサンについて論じている。

(10) A. E. Elsen， ot. cit.， pp. 54， 149. 

(11l Robert Descbarnes et Jean-Francois Chabrun， 

AlIguste Rodin， Paris-Geneve， 1967， p.88にそ

の版製lヌ|版がある。

(12) A. Roclin， L'Art， ot， cit， p. 128 
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1. ラ ・トゥーノレとジャン ・/レ ・クレーノレの

関係

ノ、リのキャビネ ・デ、 ・エスタンフには，ラ ・

トウーノレの作!日を偵した三点の版阿 ([苅4，5， 

6 ) がある O ラ ・トウールのノレ ・マン美 術館

「型フランソヮJ，ファピウス ・コレクションの

「鏡に向うマドレーヌJ，そしてレンヌの「聖誕
岡」をそれぞれ模したものである。ボ、/レド一大

学教J受ラ ・トウール研究家ノ、リゼ氏は，これら

三枚の版画を， ジャン ・/レ ・クレーノレによるも

のとしている(1)。もしも 3 作者が レ・クレー

ノレであれば， ラ ・トウーノレと絵画制作 しでの深

い関連が想定されなければならない。この問題

点から考察していこう。

ノレ ・クレーノレの版阿はその何点かはイタリー

で製作されている。確実な二点は，サラチェー

ニのタブローを模した1619年の年代と署名があ

る「聖母の死J (図1)と，署名も年代もない

が， 作風から確実に彼の作に帰せられている

「エジプ トでの休息J (関2)である(2)。

さて，このノレ ・クレーノレの作とされる二つの

クツレーフ。の版画を比較してみよう。「聖母の死」

に於て， ノレ ・クレーノレは 3 巧みな技巧を駆使し

て，彼の師サラチエーニの原画を忠実に模写し

ている(3)。背景の建築内部のパースへクティブ

によって奥深 く伸びていく空間は3 十分にイタ

リア絵岡的な表現となっている。又，むしろ，

空間よりも人物像の描写が，表現に富み，衣服

のひだの扱いが巧みで洗練されたイタリ一風の

手法を示している。明らかな折衷主義にも拘ら



ず，これらのfl:，'，l，は，ハリのキャビネ ・デ ・エ

スタンフの以初のグルーフの三点の作JIll1とあき

らかに異なっている この:点はイタリー凪lの

表現も動きもなく， ラ ・ トウーノレの!J~ pllj に 111 米

する表現の間長さとtrftかさが表現されている。
そして，狭くあいまいな空11¥1， iii'iぷで、威厳のあ

る人物は， I型f:j:のタビ」のグループ。の作(;，1，fこは

兄られないものである 実際に撰んだ線や，粗

々しい技工りがあるこれら のエッチンク1乍!日を凡

ると， puj家が「長い修紋を積んでいない」よう

にμえること 3 そして少なくともこの干:法はサ

ラチエーニに{故った二枚の作!日には凡あたらぬ

ことが f角卒さhるのである。

もしこれら二つの傾向の版画を結び、つける作

品があるとすればノ、リのキャビネ ・デ ・エスタ

ンフにある「夜の演!li会J (図 3)であろう。

ハリゼ氏は， il立名)Jのグノレーフの i枚の版阿に，

この一枚を加えて，ノレ ・クレールの作と与えて

いる。これは，ミュンへン，ヴエニス 3 そしてハ

リにある/レ ・クレーノレの同主題作品を模して作

られたものである(5)。これら三点の油彩画の)J

は10人ほどの人物が，点rl'に置かれた蝋燭の光

に照らされたテーブノレの周りに内り，一緒lこM

かのl出を:;J大っている。後景の右側には，ヴァイ

オリン!f:ニ符が加わって伴!k・をつけている。若い

男が友の誘惑に身を委ねている。 作者は特に抱

擁し介うカッ フノレと，テーブルのl清で、"欣う粁い

男に止をあてている。 版11可は 3 この光長を忠夫

に再射しているが， lili述の人像は強調されず，

又， I~]暗のニュアンスも伝えていない。これにつ

いて，エドゥアーノL・モーム EdouardMeaume 
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によるジャック ・カローのカタログには，この

「航JA会」とhl1じ|火|像で他のもう a枚の版Illijの

存在を指摘している。「その版阿はli行者よりも は

るかに良くイ1:1ーげられている。左ギl逆になって

いるが 3 より巧みに，そしてより精神をこめて

作られている (6)J。もしもこれがカタログのマ

リエット Marietteの覚え占が指摘する織に 3

ル ・クレー/レの作とすれば， 現存するこ の版阿

は3 恐らくこの失なわれた版阿のコヒーとも考

えられよう 。というのは，この版阿がノレ ・クレ

ールの作と確証されている他の二枚の版阿に比

べて質的に劣るからである。

この「演};'f:会」が， )レ・クレールの作品だと{反

応 してみよう。はたしてラ ・ トウールの絵を，j:~

した i枚の版阿とf/ljらかの類似があるだろう

か ? 確かに， r夜明しする人々J(凶 4)r銑
に向うマドレーヌJ (1孟15 )そして「二人の僧

イ日J (図 6)には一貫したテクニックがある。

例えば，衣袋の表現は固いがはっきりしてい

る。だが，手と腕の表現は自然ではないし，人

像は堅固ではあるが洗練されてはいない。

)j， r波長会」には， 同地方の有名な版両家ジ
ャック ・カローのq-.y徴の方が良く 山ている。カ

ローにあっては， rl'ふくらみに彫られた線は，

丁寧にノk平に拙かれておりニュアンスに富むエ

ッチング手法が用いられているのである。この

版画の衣装は 3 より線IY'-'で3 人体像或いは肢体

は，解剖学や均整上で、実際に近く表現されてい

る。 三点の版l同と 「演&会」とのII¥Jには，技巧

及び精神表現 上知{以よりも利l異が， Il ¥'J:つので

ある。



あ7)う それ以外l上)f，庄の切れ11のH:いflhEl(上

11芯められないのである

ル ・ クレー/レの伎の〉1亡;;し の l ~í3f *会」及び

ノld七のiLiむなどの WI~~I に(土ラ ・ トゥー/レの

Il 、かさま自ITiJ 1 1\'1.'、テ υ の否 i担 ~ !JXいはルー

ヴ/し の 「牧有のネLHJにけよよられない， ある 11'

たさと物足l、し さが去る 必らく、ラ ・卜ウール

が，ナンシーの持れなIIID米であったジャン ・ル・

一アスクレールを矢11っていた事は碓かだ乃うが

/レラン氏が 1;うように 「彼け 3

怖心きのないじ卜レスクなやヰ立て易な/llliiflIから

は(ロベルト ・ 1-1ンギ氏によれば少しitIl:な折 -!t~ L 

j受)， イ可もひき11¥せなかっただ7)う1(8) 吏に，

一人の同家のU¥Jの宗教I'I(JfJ'M神の去も将えねば

ならない ル ・ クレー J~ は， iE確には，ジェメ

イツ卜派の為に(L'Jiをしたが 3 ・)jO)ラトウー

ルは，カローと hijじく， フランシスカンYJKへの

L-dillで女nられており、 ')jが向山11(1仏{也)j iJ~村 l

秘的な(頃向を もっており， 作JIllI にも そのJ;~争半が

凡 られるからである(9)。

/レ ・クレー/レU)

ラ ・トゥー/レとジャック ・カυー

ラ ・トウーノレと/レ ・クレーノレのII¥Jの慌以の|刻

係を示唆する資料はりi伐のところ何一・つない

が 3 ラ ・トウー/レと，版/l1JI家ジャック ・カロー

の11りには，二人が|苅係を もったことを仮定しう

る桜拠がある。ラ ・トウールの義JIHの叔父の宗

教家，詩人のランヴェノレヴイエが) 1623年に彼

の主物の)4([二を彫るようにカ υーに依願 した-，tJr.

実があり，彼を通じて， 二人はお互いに失11過を

2. 
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1621年に 3 ル ・クレールが， (タリーヵ、らlJ

レーヌに古昔ってきた n.1i'， サラチェー ニ の ~"í: 危!

と、 カラヴァッジオとエルスハイ γ ーのjJJ憶

と，そして又，ヴェニスから， i止新の絵IrlIjの!助

さをもたらした ル ・クLールの 「型フランソ

ワの法悦」は3 ラ ・トウール υ)11 ijヒ訟の11ド!日!と

ある安uf以性をもっ 1¥1).フランソワは、空をμ|

げ) )l('~ に組んだ手に 1 ・ 'γぷを持っている 左手

には'人の{円相が附がりの rll でみ;を ~:/c んでい

左手の 卜部には)1W.1iを愛のIlQ差しで凡て

いる 1..半身の天使が，ヴァイオリンを抑いてい

る O これらすべては，サラチェーニから 1'~:必を

11]たのだが 3 サラチェーニの作f日lより i) 11さ

がある ノレ ・ ケレーノレの独創性は 3 その催~1t さ

にあり， ~\に浮かされたようなキせた物思い以

な表情にある 一方レ ・マンの「聖フランソ

ワ」の画家は，天使，エ12痕， そして/レ ・クレー

/レの感傷的な表現を行き3 代りにリアリズムを

用いて人了.的なう'tと， 一て人の人像の十1¥;)点により

強烈で堅固な表現を合んでいる(7)。

ノレ ・クレールのこの「担フランソワの法悦」

(図4)と，ノ¥リゼ氏により，彼に帰せられてい

る版岡との問にもまた同じ相違点が指摘されう

る。優雅さが版阿においては大きな一て人の人物

像の対話という ip.キIUさに代っている 一人の人

物が) ((格子状》 の情|火|の'1'で 3 一人は|射るみ

に座り，昂然と後にそりかえり，他の一人は，

逆光の中にいて彼を熟視し 3 相対しておりここ

に強く荒々しい対照性を現山させている。 も

しもこの1--¥'にノレ ・クレーノレの主な特徴を凡111¥そ

うとすればp 鋭い防顔と細い接ぐらいのもので

る

L 



えていたと推測されるからである カローはラ

ンヴイノレヴィエと親し く， このI1.Jも「聖リヴイ

エ」と「聖アマン」の版画とデッサンを彼のた

めに措いた(10)。

1621年にイタリーから帰ったカローは， 171叫

のフイレンツェにあった洗練された技{柑による

民衆的なリアリズム(1'-]感覚を持ち帰った。 1622

年の「乞食I~IJ のシリーズの内，r手同し風琴弾
きJには，他の版画家ノ、ンズレや， G.イサク

の様な庶民f内な画家と容易に区別しうるp すぐ

れたイタリ一的な技巧L 形態の大きさがあ

る凶。彼には地方のフランス画家の不問用さや

卑俗さがなし、。IIJfI子を地面において 3 年老いた

大男が陰うつな京歌を歌っており p この姿は

ラ ・ トウーノレの「手 II~ し風琴弾き J ナント美

術館)の石に腰をかけ 3 帽子を地面に置いてい

る姿を思い111¥させる。 111，1画家とも 3 弦楽師の堂

々たる休腕と量感のある楽(，~を巧みに表現して

いる。この二つの形体の組作せが 3 構図に凡事

な安定感を与え 3 同H寺に強い緊張感を与えてい

る。カローの「手1"1し風琴仰き」は，やや右の

ブjに傾いて 3 手|可し風琴の重さとバランスをと

っているのに対し， ラ ・トウーノレの「手回し庖L

琴弾き」は 3 左に反りながら 3 更に，重い楽器

と均衡をとる為，足を伸して交差させている。

この形と力の組合せがこのlii純な人物関に威厳

と写実性を与えているのである(12)。

「トランプ遊び」と「食前の祈り」の二枚の

カローの夜の光景は，同郷のラ ・トウールの二

つの作品に近い。カローの「無駄のない担i出プ'j，

知的な線， シノレエットの扱いのこの上ない鮮か
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さが，阿家のデッサンノJと岡面の気品を保証し

ているJ(13)。

これら二点の版画は，同様に一本の蝋燭で照

らされた場面を拙き，後者の場合，幼児キリスト

と前景の明暗の強い対比が彼自身を浮き上らせ

る効果をもっている。ジャック ・カローはこれ

らの作品を， 1627年明暗法が全盛期であったネ

ーデ、/レランドに旅行をした後に描いた。ここに

は北方のカラヴァッジオ風の着想を認める事が

できる。テノレノア氏は， r食前の祈り」とラ ・
トウーノレの「大工のヨセフ」の間にあるつなが

りを指摘している。聖ヨセフのかがんでいる様

子と， ヨセフに刻するキリストの位置が似てお

り，)Qに左側のy ゆったりとした衣をまとって

いるよいリボンで髪を結った聖母は，ラ ・トウ

ールの作に倣った「夜明しをする人々J(図6) 

の版画の聖母に照応しているからである(14)。カ

ローの「トランフ遊び」と 3 ラ・トウールの「い

かさま自riJ (ニュ ーヨーク，メトロホリタン美

術館)或いは「聖ペテ ロの否認J (ナント美術

館)を比べても，構図上と，その主題の風俗的

な意味での類似点を認めねばならない。この二

人の画家の関係は 3 確かに儀礼上の訪問の枠を

越えていると感じさせるものがある。

制作年代のわからないカローのデッサンの数

々が，それを更に裏付けている。エルミタージ

ュ美術館とルーウ。ルにある「二人の僧侶J (図

8 )のデッサンがそうで，この図ではテープ、/レ

に向い合った二人のフランシスカン派の僧が描

かれ，一人は書き他の一人は書物を読んでいる

(裏側には三人の兵士が描かれている)(問。こ



1・ ・'〆，

図 1) ジャン ・ ノレ ・ クレーノレ P\I~~ FJ:の死J (サラチ
エーニの作lll川こもとずく版刷)
J ean Le Clerc， La mort de la Vieぜん gravure
d'apr色sSaraceni 
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ジヤン ./ルレ .クレ一/ルレ 「エジフトでで、の休忠息、J」
(サラチエ一ニの1作乍仇lJ!lH|
Jean Le Clercα， Le reψpos e♂n Egytうte久" gravure， 
c!' apres SaracenI 

図 3) ジャン ・ノレ ・クレーノレ ? r夜の‘演奏会J(ノレ・
クレーノレの作lll川こもとずく版阿)
Jean Le Clerc?， Le concert nocturne， gravure 
d'aprをsLe Clerc 



|火I4) 作行不，ll-ー人の{12'l11'U(弓 ・トウールの110111!'1
にもとずく 版pllI
Anonyme， Les deux moines， gravure CI、apres
La Tour 

図 5) 作行不祥 rtj~に向う マ ド レーヌ J (ラ ・トゥ
ーノレの作JIlllにもとずく版pllD
Anonyme， Lα M adeleine au miroir， gra vure 
d'aprをsLa Tour 
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同 6) 作1i-イ二日 「伏・i列かしをする人々J (ラ ・トゥ
ーノレの作JIlllにもとずく版刷)
Anonyme， Les veilleuses， gravure d'apres La 
Tour 



r~\ 7) レンプラント 「エマオの巡礼」
Rembrandt， Les Pelerins d‘Emmaus 
Paris， Musee Jacquemart-Andre 
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じ(¥8) ジャック ・カロー人のfTW'，.レヱンゲ
弓ード，エ/レミ々ージ_LR術館
Jacques Callot， Deux moines，仁:Iessin，Leningrad 
Musee de l'Ermitage 

図 的 レンプラント. r~.!1家族 J (部分図)，アムス
テノレダム， \q 、'lR~I;i在日
Rembrandt， Sainte Famille， detail， Amsterdam， 
Rijksmuseum 



の:点のデッサンは， 11川1叶4じ十拝剖|は凶K剖lをとつている

カが2入3 午午‘

一ルのコヒ一でで、あるレ ・マンの「聖フランソ

ワJと明らかな煩似を指摘することができる、

左側の(??伯は，彼の後光によって明フランソワ

であることがわかり，テープ、/レの 卜の卜乍架

が，絵の'1'では， 1lli設問に取って代っている。光

が丘手の 1..部から入りこみ 3 卜'(:架と右側のm
f円をWiらしている この情景は， かつてジャッ

ク・カローに:印せられていた r 人の{円相」
(図4)の版|同を思い 111¥させる これらのデッ

サンとラ ・トゥー/レにイ故った版阿のII¥Jの関述'門J

から一て人のIItij家の川の芸術的な交流さえ 子恕さ

せるのである

このラ ・トウー/レ風の版阿の存布はナンシ一

地点の諸派が 3 ラ ・トウー/レの作lpIの多くを模

写や版|川によって拡めたとだ1ijごさせる そして

又，恐らくレンプラントが3ラ・トウー/レを知り

えたのは，これらの版阿を通じてであった(16)。

3. ラ ・トゥーノレとレンブ、ラ ン ト

パ リのジャック ・マーノレ ・アンドレ美術館に

あるレンプラントの「エマオのili5礼J (1631年

頃)(関 7)と 3 ラ ・トウールの作品に模した

「一人の附侶」の!日]に，絵阿卜の1111縁関係があ

るように感じられる。後にそりかえったキリス

トのシノレエットが絵の右側を領し 3 その威厳の

ある態度は，版阿の巾の型フランソワの姿勢と

よく似ている 一人が逆光線のうちに，他の一

人が光線の巾にいる。気lGIのある横彦氏，ゆった

54 

リとした衣服，膝のtに置かれた手が，ほとん

ど同じ;r~をしめしている ムιliJにいる逆光線の
rilのm侶は， レンプラン トにキリスト{象のシノレ
エッ卜の情忽を与えたと身えることができる

この :作品川の・致は 3 作乍すべきものといえ

よう D 絵の後呆のTf耳目線は，蝋燭によってもた

らされた影のそれと対応し 3 明Il討の強い対n日
は，人像をそれぞれ強制している問。

クノレト ・パウフ氏は，へンドリク ・ゴトムト

による版阿アダム ・エルスハイマーの{乍品を偵

した「フィレモンとパウキスの家のジュヒター

」が，計きレンプラントに，この↑!?去の構図の

インスヒレーションを与えたと述べる ジュヒ

ターが右側に横顔をみせて照り，テーフ、、ルの 1.. 

の蝋燭によりほのかにJ!日らされている その姿

ばかりでなく部屋 (台所?)の左側 の 奥行き

が，我々に「エマオの巡礼」の構関を思い山 さ

せる(18) しかし，細部のさまざまな調度品や家

具などの日常快活的表現が村1話のテーマに通俗

性を与えている。 レンプラントの聖書の光景は

その細部の過剰をおさえてこの場而にふさわし

い簡素さと荘厳さを与えている。

この「エマオの巡礼」は，非常に気品のある

絵であり， 1648年の「エマオの晩餐」よりも，

劇的でさえある。前景の薄暗さの巾で使従の一

人の恐怖に満ちた顔と，椅子を引っく り返した

後に平伏する他の使徒は，キリストの孤独で堂

々たるシルエットを強めるの役立っている。奥

まった所で一人の友が料開のできあがるのを待

っており 3 かすかに炉の火が明るい レンプラ

ントはこの場面の精神的な要素を表現する為に



余計な部分を押えている。そのIil純性への志向

はラ ・トウーノレの「二人の僧似」に通じ，人像の

明暗法の効果を--}';111高めている。二人の岡家の

作品のII¥Jの共通点はこの絵だけに限られない。

ヴァ ン ・ティーノレ氏は， アムステノレダム， レイ

クスミュズィアムにある 「聖家族J(図 9) に

ついての研究の，11で，この絵は， ラ ・トウーノレ

を模した版画「夜明しをする人々」に影響され

たと考えている(19)。机母と母が，ゆりかごの新

生児を凡て夜明しをしている。マリアの後に隠

された光がオランダ、の家の内部空間を照らし 111¥

している。

聖ヨセフが階段の下の暗がりで，ひかえめに

'i'tしくな働し、ている このイ乍品はレンプラント

向身の作かアトリエの作か意凡が分れるが，こ

の親しみ深い情景は阿家により明暗の対比の1-11

に3 茶色と金色が浮き山したしっくりとした調

子で、拙かれている。二人の人像が一二角形を構成

している。これは「夜明しをする人々」の蝋燭

を持つ女のつくる影と「夜明しをする人々」の

全体によりつくられた三三角形に A致する。この

一作品とも，アンナは布|帽子で、髪をまとめあげ，

イエスを見ている。そしてマリアが，経く前に

かがんでIJ奈の tの本を読み膜怨している。雰l用

気は憂欝な感じがあることは否めない。 レンプ

ラントにあっては，周囲を包む悶は中央の人物

達に注意を集中させ，そこにある奥行きをつく

り 1--げている。

この作!日の制作年代は必ずしも明確ではない

が3 もしレンプラン卜の作とすれば1644年頃か

或いは) 1640年の少し以前に年代が設定されて
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いる このときまでにラ ・トウーノレが彼の「夜

明しをする人々」をすでにイL卜げていたにちが

いないと考えられる。様式トーレンヌ美術館の

ラ ・トウールの「生誕図」の作品の年代はこの

時期より以前に位置ずけられるから， レンプラ

ントはその版画作品 「夜明しをする人々」から

影響をうけ，人物像とその微妙な光のあて方を

学び取ったと身えられる。しかし彼は) iエマ

オの巡礼」の可lのキリスト像に行なった様に模

倣でなく家族的でやさしい人間性を与え，広い

宅問の中に向 rLIに再構成したのである。

レンプラントの夜の光景|支|の多くに，ラ ・ト

ウーノレの図像との類似をみとめるのは巾々興味

ある事である。彼の1646年の日付のあるミュン

へン絵阿館にある「牧者の礼拝」は) 5人の人

像の全体の構成がレーヴノレに展示されている

ロレーヌの画家の作品と殆んど同形である事を

示している。人物像は，中央に幼児イエスが藁

の 1--に横たわり手を組み合せた聖アンナ及び蝋

燭を持つ聖ヨセフがその周囲で半円形を形成し

ている。レンプラントの作品ではその人物達に

洗練された動きがあり，しかも形が自然であっ

ても 3 影響を与えたのがラ ・トウーノレであると

見ることは，可能であるように思える。 レンプ

ラン卜は新たに， ラ ・トゥーノレの絵の人物構図

を広い情景の内の中心点をっくり出す為に使用

した。広い情景を構成するのはこれら五人の背

後に，ニヱ礼拝の陣士と厩の大梁とがっくり 出

す空間である。

この絵画上の共通点は更に， ミュンへンの

「埋葬」で隠された光の中に，そしてエノレミタ



ージュの聖者の阪の眠fJ;l(1句11:表'/'I'j:の，/，に 、子

にいるシメ寸~の '/1 の j成品交ある人 4匂阪 の 内

に， ~~il\ すことができる 1660 ~r:. J) レンプラン

トの「引 J\ テ υ の斉，i.~， J と、 ラ ・トウールの1651

1f.O)h 'J 主題の rUII"(ナント)，~WJfiii)を比べてみる

とIJIj1'dこより!成品交にみで〉た心JI111'!''.IドラマをJυ1'，

すことができるし，深占や雰DH'"，( 0)長射で《 リュ

ミズム》の州立さえ感じられる このオランダ

人の /l IJÎ 家のよ!?引い))Jが.より絵I~IÎ(1''.1で、人川(1''.1で、

ある しかして人のよ(，[lT:はそれぞれのぐ工場で、il¥

会い，その粘ネ1/'の深 主を去引する r1 (1¥10)為に，

犬々が， n 分にふさわしい 手法で、 月fjflìhl~を仙い

こなすことで、hに(以ていたのだった。

(JI /f /~ 俊子，]/\) 

r ，; j:) 

このー研究(土、 1970年3・4)Jりのフランスjミ

術研究科f~誌 L'Information d'Historie de l'Art 

にt~l/返 されたものの):\)訳であ る

(1) F.-G. Pariset， Georges de La Tour， Paris， 

1949， p.121-122， p.147-189. 

(2) Anna Ottani Cavina， Carlo Saraceni， 

Milano， 1968， p.69-70. 

(3) この作JIllはミュンへン BayerischeStaats-

gem託ldesammlungenにある。

(4) F..G. Pariset， Georges de La Tour， p.121 

(5) F.-G. Pariset， Notes sur Jean Le Clerc， 

de l'Art， p.390-394. Paris 1959. 

(6) Edouard Meaume， Recherches sur la vie 

et les ouvrages de Jacques Callot， 3 ed.， 

Paris， 1860， II， p.533. 

(7) F.-G. Pariset， Notes sur Le Clerc， p.71. 

(8) Ch. Sterling， Observation sur Georges de La 

Tour a propos d'un livre recent， La Revue 

des Arts， 1951， p. 151 ; R. Longhi， 1 pittori 

della realita in Frαncia， Italia Letteraria 

19， janvier 1935. 

(9) F..G. Pariset， Georges de La Tour， p.119. 

Rene Crozet， La vie artistique en France 

au XVlIe siecle， Paris， 1954， p.32. 

(10) Daniel Ternois， L'Art de Jacqnes Callot， 

Paris， 1962， p. 231. 

(lV Georges Isarlo， Peinture en France au 

X V IIe siecle， Paris， 1960， p.10; F.-G. 

Pariset， G. de La Tour， p.290-294. 

(12) H. Focillon， De Callot a Lautrec， Paris， 

1957. p.41. 

(13) F.-G. Pariset， Georges de La Tour， p.124. 

(14) D. Ternois， L' Art de Jacques Callot， pl， 

63-64. 

日 D. Ternois， Jacques Callot， Catalogue 

complet de son oeuvre dessinee， Paris， 

1961， (1372， 1373) 

(1日 レンプラン トは， 1656年の M}~，( ¥1 ~Jに示す

ように 3 カローの版画のすべてを持ってい

La Revue des Arts， 1958 n 02， p.67-72.，た。

N.lvano百，Jean Le Clerc et Venise， Actes (1司 「キ リストとエマ オの巡礼者たちJ39 x 42 

du XIXe Congres international d'Histoire cm，紙.t反lj長り 3ジャックマーノレ ・アンド
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レ J~1+ifiÏí

118) K. Bauch， Der jriihe Rembrandt und seine 

Zeit， Studien之urCeschiclztlichen Bedeutung 

seines FriihstiLs， Berlin 1960， p.131-133. 

(19) P.]. ]. Van Thiel， Rembandt Heilige 

Familie byαvond， Bulletin van het Rijks-

museum， 1965， p. 159， note 4. 

なお， 1970~1~秋米 μ した クノレト ・パ ウフ氏

は，彼はこの「型家族」がレンプラント派

の NicolasMaesのものとJJZえている。
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戦後のピカソ文献

一一一AlfredH. Barr， Picasso: Fifty Years oJ 

His Art以後に刊行された文献一一

八重樫春樹

Etudes sur Picasso 1945-1970 

par Haruki YAEGASHI 
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今さら改めて記すまでもなく，現在までにピ

カソに関して書かれた文献の数は，夫にj老大の

一 語に尽きる。 ニューヨーク 近代美術館長

Alfred H. Barが 1946年に発表した Picasso

Fifty Years of His Artの巻木には，雑誌論文

記事を含めて 538点の文献が紹介されている

同書はピカソiE術の最初の最も分析的存観的な
綜合研究であり，キュビスム以前の初期に関し

ては現在訂正されるべき箇所が少くないにもか

かわらず，今日においてなお基本文献の筆頭に

掲げられるべき書である 本稿は 「戦後のヒカ

ソ文献」と題したが，正確には副題にボしたよ

うに，前財書に桁介された以降の文献の総集を

試みたものである。

上記のように， Picasso， FiJりYearsof His 

Artが半年された1946年の日、?点ですでに，それま

でにおけるヒカソ芸術に関して言葉と紙数を尽

くしたかの観があるが，事実はヒカソ芸術に関

してnに学術的な研究は，その後になって書か
れたものがほとんどであり ，しかもその数は決

して多くはない。そしてピカソぷ術の美学的及

び芸術学的研究は，むしろ今後に期待されるも

のが大きく，与~際そうした意味での研究成呆

は3 最近になっていくつか登場して来ている

芸術家としてのヒカソは，今日ようやくにして

過去の存在となり 3 彼の芸術は現代芸術に絶大

の影粋力を及ぼしながらも，それ自体は現代芸

術の主流であることをもうだいぶ以前から，す

でに巳めている 3 最近のヒカソ文献から言柴を

{昔りれば・一一

Il est certain que Picasso n'est plus au-



jourd'hui un peintre contemporain (et c'est 

peut-etre tant pis pour les“contemporains"). 

Tout ce qui s'est fait en peinture depuis 1945 

ne le concerne pas et ne peut en aucune ma-

niere se rattacher主sonin:A uence. 

Andre Fermigier， Picasso， Paris， 1969， 

p.374 

In a 1ist of the painter who had exercised 

the greatest in:Auence in the years since the 

Second W orld War Picasso would probably 

not come among the first half dozen-perhaps 

で、の主主に収録制れのfl二!日iを--N'i収録して!x;6巻

とし 3 更にfr; 21を (1969 ~r-) 及び!;n 22冶 ( 1970

年)に， 1892午から1906イ|二までの{十lullを新たに

多数収録している。これらの成*によって，ま

だまだ問題点の多い初期， 4.l!?に 11lのH、I代¥

「ばら色の rLH-~J に解決の糸 11 がし、くつか」ムHII

ださjもることとなったのは， ~ 1: 'I~日'に下子 li' しし、 。

以下-1946年以降のヒカソ文献を，似'白:Iヶ兄;

の分実(jをlナえて五日介し344.

ては(問附許町I1単i手iな解説を力加加LIえfたこ。

not among the first dozen. . . . . Picasso cont- 1 ) 作llihの11~:ij~， [illj集， J民覧会カ夕刊グ

inued to invent-that he will do as long as a. 絵|同総カタログ

he can hold a brush-but he is no longer in Christian Zervos， Pablo Picasso， Edition 

the vanguard，or even in the main stream of Cahiers d'Art， Paris， 

European art. 

Picasso is eighty-six， and it might be sup-

posed that we could now begin to view his 

work objectively. 

Anthony Blunt， Picasso' s 'Guernica'， 

London，1969 pp.3-4 

最近のピカソ 1ul先の請しい成果は 3 初J~J の作

luIIの発射とそれに(lうカタログの再編成である。
そしてこの初期を抜った，いわゆる Catologue

raisonneとしては PierreDaix et Georges 

Boudaille， Picasso 1900-1906 (Paris 1966)が

あげらhる。こlしによ って，A.H. Barrのl河J21

書がほとんど ChristianZervos， Pablo Picasso 

(Vols. 1， II)にのみ準拠せざるを符なかったた

め|陥っていた誤謬が是正されることになった

Zervosのこの大カタログは， 1952年にそれま
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Vol. 1， Oeuvres de 1895 a 1906， 1932 

Vol. II， Oeuvres de 1906 a 1912 et Oeu-

vres de 1912 a 1917， 1942 

Vol. III， Oeuvres de 1917 a 1919， 1949 

Vol. IV， Oeuvres de 1920 a 1922， 1951 

Vol. V， Oeuvres de 1923 a 1925， 1952 

Vol. VI， SUjうjうlementaux volumes 1 a V， 

1952 

Vol. VII， Oeuvres de 1926 a 1932， 1955 

Vol. VIII， Oeuvres de 1932 a 1937， 1957 

Vol. IX， Oeuvres de 1937 a 1939， 1959 

Vol. X. Oeuvres de 1939 et 1940， 1959 

Vol. XI， Oeuvres de 1940 et 1941， 1960 

Vol. XII， Oeuvres de 1942 et 1943， 1961 

Vol. XIII， Oeuvres de 1943 et 1944， 1962 

Vol. XIV， Oeuvres de 1944 a 1946， 1963 



Vol. XV， OeuUTes de 1946 a 1953， 1965 

Vol. XVI， Oeuures de 1953 a 1955， 1965 

Vol. XVII， Oeuures de 1956 et 1957， 1966 

Vol. XVIII，Oeuures de 1958 et 1959， 1967 

Vol. XIX， Oeuures de 1959 a 1961， 1968 

Vol. XX， Oeuures de 1961 et 1962， 1968 

Vol. XXI， Sutplement aux annees 1892-

1902， 1969 

Vol. XXII， Supplement aux annees 1903-

1906， 1970 

ヒカソの作品 11似"1で最も基本的なもの
油彩，水彩，グワッ シュ，素描の全作品収

録を企画して flJiJ:され，現在までJ二記のよ

うにすでに22在23[肝が山版されている キ

ユビスム以前の作品の制作時期11(，定に誤謬

が少くないが，それは次にあげるP.Daix et 

G. Boudaille， Picasso 1900-1906によって

是正補足することができる。なお前述のよ

うに節21を， m22之さでは，1892-1906年の作

lhllを多数迫補している。全絵画作!日のほか

に，彫刻作品の一・部を含む。全作品モノク

ロームのグラヴィア|苅版。またこの 11録に

は，日本所在の《頭蓋骨))(1942年，大限美術

館)，((リグノ一夫人像))(1953年，国立西洋美

術館受託作品)は含まれていない。そうし

たことから，比較的後年の部分にも，いずれ

本II ~ のよú補が行なわれるものと思われる 。

Pierre Daix et Georges Boudaille， Picasso 

1900-1906， Neuchatel-Paris 1966 

I，J，j若者は特にヒカソ初期のivr先において最近
その活雌が ~[Uhである 。 立欲的な探究の成果
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はこのカタログにもゆj確に紡;よーしている。本

手;:は，刊行と同時に初WJヒカソ研究の最も線

本l切な文献としての地位を獲利したと いって

よい。良質の色彩版60点。

Alberto Moravia et Paolo Lecaldano， L'opera 

comPleta di Picasso blue e rosa， Milan 1968 

'L'opera completa'のシリーズのひとつ 内

界は前記カタログとほぼ同・だが，その市に

山る成果は認め難い，色彩版多数。

b. 水彩 ・グワッシュ ・来1m
Christian Zervos， Dessins de Picasso， 1892-

1948， Paris 1949 

Maurice Jardot， Picasso (dessins)， Paris 1959 

John Richardson， Picasso， aquarelles et goua-

ches， Bale 1964 

c. 版画

Bernard Geiser， Picasso jうれntregraueur， 

よ 1899-1931，Berne 1935 

11. 1932-1934， Berne 1968 

Georges Bloch， Picasso， cataloβle de l'oeuure 

graue et lithographie， 1904-1967， Berne 

1968 

版回ではこの二書が cataloguesraisonnesで

1~67年までの作品はほとんど総べて制羅され

ているが，その他に

Fernand Mourlor， Picasso， lithograPh白人 3 

vols.， Monte Carlo 1949-1956 

H. Berggruen， Picasso， 60 ans de grauure， 

Paris 1964 



K. Leonhard et H. Bolliger， L'oeuvre grave de 

Picasso， Lausanne 1966 

d. 彫刻 .I~IV~ 

Daniel-Henry Kahnweiler， Les SculJりturesde 

Picasso. Les Editions du Chene El48 

Roland Pe町 ose，The Sculpture of Picasso， 

New Y ork 1967 

G. C. Argan， Scultura di Picasso， Venise 1953 

J aime Sabartes， Picasso ceramista， Milano 

1953 

e. 演劇装飾(舞台 ・衣裳)

Douglas Cooper， Picasso et le theatre， Paris 

1967 

ヒカソは 1917年に Jean Cocteanの誘いで

ロシア ・バレー “Pavade"の舞1L?装計 ・ぷ裳

をデザインして以来 3 いくつかの演劇のため

に仕事をしているが 3 本;与はそのための判作

素描や~/jnを集めたもの

f. ホスター

Christophe Czwiklitzer， 290 Aifzches de Picas-

so， Paris 1968 

J. K. Forster， The Posters of Picasso， New 

York 1964 

g. その他

H. Matarasso， BibliograPhie des Livres iLlu-

stres par Pablo Picasso. Oeuvre graphique 

1905-1956， Nice 1956 
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Abraham Horodisch， Picasso as a book ar-

tist， London 1962 

i¥1. De Micheli， Scritti di Picasso， Milano 

1964 

h. JjJ~覧会カタログ

この項に関しては重要なものいくつかをあげる

に何める。

Pablo Picasso， Rome-Milan 1953 

掲載ft:r¥7，(XはIJ¥ 11，，'，作品)は 329，'.'，(。序文は

Franco Russoli。

Picasso 1900-1955， Musee des Arts Decora-

tifs， Paris， juin-octobre 1955 

IJI， r~' ， (t; ， II'" は絵pl'iのみ126/，~仇準は Maurice

Jardot。

Picasso， The Art Council of Great Britain， 

1960 

IJ'，，'，，'，作品 280}~，( (油彩pl'I) 執乍は Roland

Penrose。

Picasso Guernica， 1=r.:1立西洋史術館 1962年11月

3口-12月23日 この展覧会には((Guernica))

そのものではなくそhをもとにして市川乍さh

たタピスリーが山品された。III品内容は参ニ待

作品を含めて63点。

Picasso and man， The Art Gallery of Toronto， 

1964 

IU川lJ川'dd作/乍ド仏刊lJAli日I

Boggs丸， John Go叶ldi山ng，Robert Rosenbコlum，

Evan H. Tur江rne町r。

Pablo Picasso Exhibition-Japan 1964， p~ 立近

代夫術館その他1964午 5)J23日-8)-J 18円



川町l作日'， 148点。序文 Daniel-HenryKahn-

weiler。

Hommage a Pablo Picasso. Peintures， dessin人

scul戸tures，ceramiques. Petit et Grand Palais， 

Paris novembre 1966-fぬrier1967 

IJ，品作品7乃92}人"

「 ヒカソ近作)版坂F阿|川t杭ι民tJ 及京京~京|同司立近イ代t美術館

l臼97叩0年年~ 2 月7 rl 一 3 )月~ 1臼5口

II) 般研究 ・モノグラフィー ・伝記

Alfred H. Barr， Piωsso， F的yYears 01 his Art， 

ew Y ork 1946 (日本語版植村崎千代以)

すでに記したように，ヒカソ芸術の最も基本

的な研究書。すでに発表されていた彪大な文

献を77呆に，絵画 ・彫刻 ・版固などの全作品

に分析を加え，めまぐるしく変化するヒカソ

のぷ術傾向のひとつひとつを浮彫り にし，そ

こに的確な脈絡を与えている。

Paul Eluard， Picasso， Paris 1948 (日本語版

木島始訳)

Tristan Tzara， Pablo Picasso， Geneve 1948 

J. Bouret， Picasso， Paris 1949 

G. Marchiori， Picasso， Venise 1949 

G. Walther， Picasso， Stuttgart 1949 

Jacques Lassaigne， Picasso， Paris 1950 

Maurice Gieure， Initiation a l'auure de Picasso， 

Paris 1951 

G. Schmidt， Pablo Picasso， Basel 1952 

E. Rosenthal， Picasso， painter and engrauer， San 

Francisco 1952 
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Franco Russoli， Pablo Picasso， Milan et Paris 

1954 

Wilhelm Boeck， Picasso， (Preface de J aime 

Sabartes)， Paris 1955 

596 }，'、Lの民l版を月jt、て，綜イヤカタtJグと作JIll

研究及び伝記を兼ねさせたもの 作!日1研究に

は示唆的なものが多く含まれる

Frank Elgar et Robert Maillard， Picasso， 

Paris 1955 

F. Elgarが11'品研究を， R. Maillardが伝記

を担士iしているが 3 後者はヒカソのj壮も充二た

した最初の伝記といえよう 。

Maurice J ardot， Picasso 1900-1955， Munich 

1956 

1955年 6月-10)lに，ハリの装飾美術館でヒ

カソ)設がわ:なわれたが，そのカタログをほと

んど一人で作製 した若者が，ほぼ同一内容で

ミュンへンで山版した。

P. Descargues， Picasso， temoin du XXe Siecle， 

Paris 1956 

Antonina Vallentin， Picasso， Paris 1957 

著者は女流ジャーナリスト。ヒカソの伝記で

優れたもののひとつ。読物として価値高い。

Roland Penrose， Picasso， His Life and Work， 

London 1958 

これまで書かれたピカソの伝記'1'のいわば決

定版。著者はヒカソと親友であり，伝記的内

容は詳細を極め， 作品の分析も相当に専門的

である。また個々の作品に付されたエ ピソー

ドは，その作品の成立を解く鉛!として不可欠



なものである 仏語版はパリで，独語版はミ

ュンへンで，いずれも 1961年に i~，版 され， ffl，j 

者ともに1958年以降の内作がわずかながら加

筆されている。どちらも以文からi'ilJ除 した部

分が各1fTにあり ，特に独語版にそれがぷ:しい今

Jean Cassou， Picasso， Paris 1958 

Maurice Rainal， Picasso， Geneve 1959 

スキラ小型シリーズのひとつ。

Lothar-Gunther Buchheim， Picasso， a jうictoriaL

biography， London 1959 

ヒカソの伝記のコンノ、ク 卜版 |火l版豊山。

Pierre Daix， Picasso， (intr. ]. Sabartes)， Paris 

1964 

最近 ヒカソ研究にダJの大きい P.Daixによる

モノグラフィー。多少 1'1己の設定 したテーマ

にとらわれすぎたきらいがないでもない。昆|

!仮出:富。

Hans L. C. Ja百ιPicasso，New Y ork 1964 
A. Fermigler， M. del Castillo， ]. Grenier， P. 

Guinard， D. Milhau， G. Picon， Cl. Roy， D. 

Vallier， Picasso， Paris 1967 

Pierre Dufour， Picasso 1950-1968， Geneve 

1969 

Andre Fermigier， Picasso， Paris 1969 

ill) 特殊研究

a. イコノグラフィー

Jaime Sabartes， Picasso， documents iconogra-

Phiques， Geneve 1954 

写真，挿図206点。 r1. ヒカソの家族J，iIII. 
ヒカソの横顔JiIII. ヒカソの住まし、」の三
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部に分け 3 ヒカソ の人間像を多角的な面から

浮彫 りにしている コ収録された与試は， ヒカ

yのIU)7主証IYJ-r1fなど珍しいものが多い 木 ~I:: 

はまた 3 ヒカソの父)-;がバスクのlirlをづ|くと

、う ~5t {;J:)Jがイタリア山身であるという説

に)x証をあげ， ヒカソの家系が父)]同:ノ7とも
にスへインに古くからある 山桁ある家柄であ

ることを主張している。

Roland Penrose， Portrait 01 Picasso， New 
York 1957 

本書もj主主なドキュメン卜を多数集めてい

るι

b. 判定のB，j:WJを研究対象としたもの

Alexandre Cirici-Pellicer， Picasso avant Picas・

so， Geneve 1950 

本ユ:-の阿;丹)阪は， 1946年にパノレセ lJーナで，'1'，

版されている，1904年までのヒカソを 「ヒカ

ソ以前のヒカソ」としてとらえ，バノレセロー

ナn、3代のヒカソからそのぷ術 と人川の本質的

要素を追求している η

William S. Lieberman， Picasso: blue and rose 

jうeriods，New Y ork 1952 

Frank Elgar， Picαsso， ePoques bleue et rose， 

Paris 1956 (日本語版梅原成四訳)

Anthony Blunt and Phoebe Pool， Picasso， the 

Formative Years， London 1964 

形成11"1:代のヒカソのよJJ術に，内面 的 及び以

式 ・主題の面で影響を与えたものを3 多くの

実例をあげながら解明 した説得力ある:(i;lf究。

Georges Boudaille， Picasso， premiere ePoque， 



1881-1906， Paris 1964 

J ose Camon Aznar， Picasso y el cubismo， 

Barcelone 1956 

その他キュビスムIl.lj:代についてはキユピスムを

J放った多くの文献があり ，それらは必然的にヒ

カソ ぷ術の!1i]flSWJの，(uF冗をつ:むことになる

c. 特定のiJllJI而を研究対象としたもの

Tristan Tzara， Picasso et la toesie， Rome 

1953 

David Douglas Duncan， Le jうetitmonde de 

Pablo Picasso， Paris 1959 (11本語版 II~I 込

純次以)

J. Prevert， Portraits de Picasso， Milan 1959 

Pierre de Champris， Picasso， ombre et soleil， 

Paris 1960 

ヒカソ JE術に H十イu下j JkびWI{I:的に J;~~b~! を及ぼ

した諸民来を JlJ求 し ，民にJ;~ ヰ.~!~ とい う よ り も

本質におし\て 共通すると ~えた他の 'Î 行 ~vl~iWIj

えば京げ;のぷ術などにも比較を求めている

ずゑ 門誌に辿!，Wした ヒカソの:~? Ij窃 | をもと

にして~[::かれている

John Berger， Success and Failure 01 Picasso， 

London 1965 (n本語版 奥村三J'iJ-d)¥)

村行はイギリスの.kvlq批評家 ・ジャーナリス

ト ヒカ ソ の よ日市I~r と 人!日j を分析 しつつ，その

社会I'V'1成功がJIll命1'1''1気迫の失敗であったと|析

ずる 符，行の)ι;包(の背後にはγ ノレクシズムが

I>>J (1である

Helen Kay， Picasso， le monde des eψnts， 
Greno ble 1965 

H. Parmelin， Le peintre et son modele， Paris 

1965 

E. Quinn et R. Penrose， Picasso a l'auvre， 

Paris 1965 

P. Gascar， G. Patrix et M. Ragon， Picasso et 

le beton， Paris 1965 

J osep Palau F abre， Picasso en CatalUlia， 

Barcelona 1966 

L. j¥tf. Domingulin et G. Boudaille， Toros y d. ‘日ごの fr ~lll ， 辿作の例別研究及び岡鉱

toreros， Paris 1961 J uan Larrea， Guernica: Pablo Picasso， New 

IIIJ附禿郁1， u" ヒ カソ 別窃のJ命r'H "J~ 東京 1964 Y ork 1947 

ヒカソはこれまで，過去の!~庄の名作を もと J[:文は AlfredH. Barr。

にしたノ、 υディーを多 く十Niし、ているが，ヨJ;:ーl行

はこ の行為を r:\~ljí臼」として~え，そのU;(刊

と r :\'{[J窃 íl:I~II JJ との 11\1 に IJ:. じ る 知以とキ11似の

分析からヒカソの「過去への復川」の動|大|を

解明 しようと している η ヒカソ の場合，こう

した探究がそのよ::術の本質的'先明に寄与する

所が少 くなし、。本.[::は 竹:，[:が1959年から 『み
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Rudolf Arnheim， Picasso's Guernica， The ge-

nesis 01αμinting， Los Angeles 1962 

持者ーは心JlTl乍背。 ((Guernica))制作の各段附

及びこれに?柱。ii1されたスケッケに細かな分析

を加え ((Guernica))における象徴性をJlJ求

している白

Anthony Blunt， Picasso'sζGuernica'， London 



1969 

日行が 19661ドに Mdv1asterUniversityでわ

なった誹l誌をもとにして gかれた l刈{象学(内

分析に j下しく ((Guernica)) に主~0; を iナえた

ものを過去のヒカソの作品および他のI~ 匠た

ちの作1~I'dこ求めている

Cl. Roy， Picasso， La Guerre et La Paix， Paris 

1953 

ヒカソの1952-53年の大作 ((LaGuerre))及

び ((LaPaix))を扱ったもの、

Jaime Sabartes， Les Menines et la uie， Paris 

1958 

ヒカソは 1955勺Lにカンヌのり1l:J'¥: rラ ・カリ

フオ/レ二一」 に移り， 1957作にいわゆる《ラ

ス ・ メニナスとカンヌの It7;~')) のシリーメを

Jl'liく 《ラス ・メニナス》はベケスケスの大
作で，ヒカソが例によってこの(午1''''1U)彼 がi

のヴプリエーションをiRi ~ 、たものである J カ

ンヌで; JNiかれた えli の fh~I'1 は 1957~1 にカーン

ウュイレルの1IIIj}iilsで、以制 されたが 3 イメ，1:.:はこ

のシリーズをまとめたjlllげミである

Douglas Cooper， Picasso， Les Dejeuners， Paris 

1962 

ヒカソは 1959イド8)]から γ ネの IIfJJm(1: ((Le 
dejeuner sur herde))をもとにした 辿作にと

リかかった これらは1963年にノレイーズ ・レ

イリスjllljJJ:ils及びノ、ッスーノレjl11iJrilsで、以 制 され

た 本τ1.:はこの辿作を収録したjlIII集

Picasso' s Vollard Suite (intr. Hans Bolliger)， 

London 1956 

ヒカソが 1930勾うから 1937irの 1m~こ jlllj if8 
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Ambroise V ollardの依似に止、じて;1l1J作した

100人l、くの }1 ， iJ JJ"f~ jlllj を 115Z };J~ したもの

David Douglas Duncan， Picasso' s Picassos， 

ew Y ork 1961 (F1本語版大同l伝訳)

特有はヒカソとxMしい'ly:fl弘之 ヒカソ 1'1-4が

ffr)i必ずるヒカソの作JIlllを集めたもので，、lill，IJ=

まで未発ぷーだった作!日Iもイマ主れている

e， その他

H， Parmelin， Les Dames de Mougins， Paris 

1964 

H， Parmelin， Notre-Dame-de-Vie， Paris 1966 

Vocors， Picasso， Oeuuers des 77111sees de Le-

ningmd et de Moscou， Paris 1955 

N) 11'1必鉱 ・刈 'I目先・ その他

Jaime sabartes， Picasso， tortmit et sOlll'enirs， 

Paris 1946 ( I=l本語版 益田義 L~訳)

J， Sabartesはヒカソのノわレセ l'ーナII.H¥:か
らの友人であり， ヒカソが成功してからは彼

の砲、，1:;を務めている l 本gは， ヒカソが ~:行

を引i~、た ì'í (象 jll~ を 11 1 心に，そのN~ i21の会 liR ，

エヒソード， f.ll ~1'I ， ì~' などを全とめたもの ヒ

カソの初WJをj、11る 1，.に欠かせないえー献のひと

つとなっている

Fernande Olivier， Picasso， Paris 1954 

'tr: ー行は i r先rrIV~J' J 11年代のヒカソの愛人 うIC;Iこ

Picasso et ses amis， (Paris 1933)を北 してい

る 烈よれ11¥代のヒカソとのIIj円をただただ慎

んだだけのもので，記'1むにも訟 りが少 くない

Francoise Gilot and Carlton Lake， Life with 



Picasso， New York 1964 (日本語版瀬木慎 Jean Laude， La Peinture francaise(l905-1914) 

訳 etl' Art negre. 

1943年から10年間ヒカソとの111]出生活を絞っ Daniel Henry Kahnweiler， Mes Galeries et 

たもの ヒカソの人II¥J的側面を浮彫りにして mes Peint何人 Paris1961 

いる、 Maurice Serullaz， Le cubisme， Paris 1963 

Brassai， Conversation avec Picasso， Paris 1964 日本語版 西沢信哉訳)

(日本語版大岡信 ・飯島耕一共訳 AndreBreton， Le Surrealisme et la Peinture， 

竹:者は'If.究家 1943午'. 9 月初めから 1962~r ll Paris 1965 

Jl27までの川に， ~-=ず「とヒカソとの問で交さ Edward F. Fry， Le Cubisme， Bruxelles 1966 

れた会話を収録したもの Rene Passeron， Histoire de la peinture sur-

realiste， Paris 1968 

V ) 般研究~t

何 らかの形でヒカソに及したー ー般研究 ~I:;の数 VI) ヒカソを特集 した雑誌及び雑誌論文

は，これも;たに多く，ここではl.'j:にヒカソv:n究 a. 雑誌特集Jd
の 卜に 11をJillナ必要のあるもののみあげた Verve， numero special， Paris 1948 

Daniel-He山 yKahnweiler， Juan Gris， His LiJも Verve，VII， No.25-26， Paris 1951 

and Work， London 1947 Le Point， XLII， Soullac， octobre 1952 

グリスは 1906年からヒカソのし¥る「洗摺舟J Commentari， IV， No.3， Roma 1953 

に住んだスへインの阿家で) i存者はどちらに La Biennale di Venezia No.13-14， Venezia 

も完封しい友人であり ~lli商で、あった 本書はグ 1953 

リスの11(f. 'の佐・れたモ ノグラフィーだが，キ Realismo， Roma， marzo-aprile 1953 

ュビスム及びヒカソ研究に関しでも参与にな Du， No.7， Zurich， Juillet 1954 

る所が大きい Verve， VIII， No.29-30， Paris 1954 

Werner Haftmann， Painting in the Twentieth Kunstwerk， IX， No. 3， 1955 

Century， London 1954 Papeles de son Armadans， V， No. 49， Valence 

J ohn Golding， Cubism: A History and an 1960 

Analysis， 1907-1914， London 1959 La Nouvelle Critique， No. 30， Paris， novembre 

本?と;はこれまでに若された最も基本!'l句なキ ュ 1961 

ビスムの学術(内研究~I:.:。

Marcel Jean， Histoire de la peinture surrealiste， b. 雑誌論文 ・記事

Paris 1959 R. Bernier， Barcelone， 48 Paseo de Gracia， L'oeil， 
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...... 

0.4， 1955 

J ohn Richardson Picasso' s Ateliers and Other 

Recent Works， The Burlington Magazine， 

June 1957 

J ohn Golding， The 'DemoiseLles d'Avignon'， 

The Burlington Magazine， May 1958 

((Les Demoiselles d'Avignon))成立の汗呆と

なった諸要素を迫求した論文 特にイベリア

彫刻jからの影粋面が詳しく論じられている。

この論文は “Cubism: A History and an 

Analysis， 1907-1914"に再録されている。

Phoebe Pool， Sources and Background of 

Picass' s Art 1900-6， The Burlington Ma-

gazine， May 1959 

~dt と A. Bluntとのj是非 Picasso，the For-

mative Yearsはこの論文をもとにして書か

れている

Xavier Salas， Some Notes on a Letter ザ

Picasso， Th Burlington Magazine， Novem-

ber 1960 

Christian Zervos， Confrontations de Picasso 

avec des auvres d' art d' autrそfois，Cahiers 

d'Art， 1960 

ヒカソが(也の示会[rhjfl.o ，{i ，をもとにして柑iし、たい

くつかの作品について論じたもの

L. Prejger， Picasso decoupe le fer， L'Oeil， 

octobre 1961 

G. C. Argan， Picasso， il simbolo e il mito， 

Espana Libre， 1965 

J.S. Boggs， Picasso and the Theatre at Toulouse， 

The Burlington Magazine， J anuary 1966 
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Pierre Daix， La Periode bleue de Picasso et 

le suicide de Casagemas， Gazette des Beaux-

Arts， avril 1967 

ヒカソのパ/レセlJーナ1I.'f-代の親友Casagemas

のi'I殺と， ri"'J"のH、?代」のもつ:iJン|合性との関

係が強制されている

Anthony Blunt， Picasso' s Classical Period 

(1917-1925)， The Burlington Magazine， 

April 1968 

Christian Geelhaar， Pablo Picassos Stilleben 

((Paris et com戸otieraux fruits sur une table)) 

MetamorJりhosen einer Bildidee， Pantheon， 

Marz-April 1970 

Les 戸remiers Picasso de Gertrude Stein， 

Connaissance des arts， novembre 1969 

Pierre Daix， II n'y a pas d' ((art negre)) dans 

les ((Demoiselles d' Avignon))， Gazette des 

Beaux-Arts， October 1970 

前記の J.Goldingの論文では ((LesDemoi-

selles d' A vignon))とイベリア彫刻と の直接的

影料関係が強 く論じられながらも，それまで

信じられていた黒人彫刻との関係にも将慮の

余地が残されていたが，この論文ではその影

利関係は全くないと断じている

山記

11本で1:1]行されたよ献については，4~j:~'c を l泌するれの以

外は紙数の日1¥台!-.JJ;(以IJとして'g'J愛したが， 196Mj二支での

11本語丈i駄に聞しては，1) h. J民覧会カタログにあげた

Pablo Picasso Exhihilioll-Jaρall 1964の巻ぶに詳

しくとりあげられているので，それを参!!日三れたい。



所蔵作品の修復報告

一昭和]42年 4 月 より 11日平~145年 3 ) Jまで一

黒江光彦

Rapport de la restauration des tableaux 

dans la collection du Mus白 (avril1967-

mars 1970) 

par Mitsuhiko KUROE 
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1 

モーリス・ドニ

《トンケデックのテラス))(P -110) 

;111彩、似 75x 50 cm 

pllililIのOt/[I

2 

カロリュス・デュラン

《母と子))(P-138) 

iJiI彩、カシヴ f ス 190パ130cm 

i夫の1;;1<ふニス!岐にづcll:.したカビによる!日色政E}，'.. : u) 

|玲心、麻(jjのリkりの焔11:，絵日!?'fへの給iJiI

3 

デスパニャ

《浴女))(P-139)) 

iJiI彩、カンヴ¥，ス 101 x 65 cm 

l桝(Iiの似りの焔11:.クサピf"i光ー

4 

エッテ ィ

《横たわる裸婦))(P -145) 

illl正予、カノレトン 48. 5 x 68. 5 cm 

l夫 ft ど ~hi1日のillj拭 給il l l により絵 !=~j'7i の発色をたか

める。 ;kIJ1~~引所の f"ì彩

5 

フジタ

《裸婦))(P-151) 

へン、JJ、tM~ 41x71.5 cm 

紙のシワをのばし.制誌を改める。



.圃・・・

6 

メナール

《松林))(P-200) 

計 li~弘カンヴァス 50 x73 cm 

挨の除去。ニス除去。

7 

モネ

《日を浴びるポプラ並木))(P -210) 

?111~j ， カンヴァス 92. 5 x 73. 5 cm 

絵共同、地塗塗~f:Iの年1])答および浮上りの個定。ニス

の|除去。欠損部分の充頃および十ili彩。

8 

ドガ

《化粧する女))(P-89) 

本jぷおよびノ、ステノレ、紙 48x62 cm 

pllil(II Iイ1¥のイイから中央にかけて生じた紙のシワは‘

f ;紙lこ紙のiJLJJhJをflMJけられたために矯正し難く、

長い川政位されたために紙而の起伏に治って挨が十l

~'(して小品UliJ な政l をつく っていたoh紙をはずし、

シリをのばし‘肢を除去。制装の変史。

9 

フジタ

《自画像))(P-152) 

1111彩，紙 27.5x22.3cm

紙而やや中央寄りの縦の折れ目を傾装を改装するこ

とによって圧着。

10 

ドニ

69 

《若い母))(P-102) 

?111彩，カ ンヴァス 160x97 cm 

麻布地の裂傷の接着。

11 

エンネル

《婦人像))(P-161) 

出I~弘カンヴァス 127x71 cm 

麻布の張りの矯正。

12 

モネ

《舟遊び))(P-206) 

九I!;t:ヲ，カンヴァス 145 x 132 cm 

同!日中央のウノレトラマリン， 総などの絵具層の亀裂

および浮上りの固定。

13 

ヴァン・ドンゲン

《カジノのホール))(P-298) 

油彩、カンヴァス 73x54 cm 

年IJ絡，欠損部の復元。

14 

カリエール

《母と子))(P-41) 

油彩， カンヴァス 27x40 cm 

薄手の麻布地の脆弱化、絵具層に生じた甚しい亀

裂に対処して，裏打ち(継続中)。

15 
エンネル



《音楽家サミュエルの肖像))(P 16~) 

~" 1彩司カニ，'/)'ス 48¥37.5cll1 

II半(Ij(ハ/j危 )J~~ (~ ， 訟は J\v，: 川 rQ.~， 者IJli111 に対処して~~
N'I) い併ij11いl')。

16 

ドニ

《字を書く子供万(ド 100)

;III'~ .カ:，'/γ ー 37¥-11ピ111

Ilhj 1(li 1'.l'fi5I/"ト叶 l科 I~J 地 \'ì~.\!(!.jJミl¥.て"i]i'九ト・、いてトj

(1) ~HHこ吋 L 'C. ~~N: 、 t県社1/')ο 

.'lた.伶1¥1(1: ~::t k :-':'1 

~ I 可，巳、叫士，，~，，\:ヘ 'C ，凋 l今:1/ 1 円 ih'II'I;ょ

ドニ

uコンスタンテ ィーヌ" ~ 1、97)

デヴァリエール

¥¥盟母の訪問" ~ P 1:19) 

フィールデ fング

uターパット潮¥¥¥ P 1.17 
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事業記録

特別展記録

18世紀フランス美術展

l'ごJゴ山下，'I"""'; 絵jlllj.)，忠実Ij・決ft(li丈-術

Art Francais du 18 eme Sieck 

1969・10・18----1969・12・14

i ・:m~: II~ 也，Jlùl た術的1 ・ ソアンス夫vlぜ郎総)11)

1'1¥1'11'，1什作 ~n 1 ~'f15 絵1111j. -・42，1，'，1:

7X'i n l'ilS )彫刻- .15山

7X'i m ltl) デ、ソ サーン .21.'.'.1: 

Zfj IV l'm ij!;築彫刻j~ ft(li デッサン

.26，1，'，( 

~n v l'm J~ "I ， j . ...271. 
~; VI 1'm ~石 市引~11)ú 小 -・12.1'x
的vnl'm 家JL- 6.'.'.I 

第四nl'fIi 引|人j主主ft(jjプ ¥1ンズ 5，1，'，'; 

~; IX l'm くÎi: 1)111， 5.'.'，: 

~; X ltl ) I向脱出・ .31，'，: 

~D江 l'm グヒスリー .f<'N;・ 9."x 

mxn)'fl) その他のーI ~~~ \'n'， . 7.1.'.I 

，n 206 ，1，~， 

入場 行二100，142人

|ト:.15'!.凶作夫術館の1m創刊OP，j年を記念して，フ
ンス美術館総)11)の全，liil't''.1な協力を科て閃供され

た u 本で;:1.1立初Jの人点i艇な υ ココ芸術のll~覧会

である 、 ルイ 1411 t の í:'，:~大な統治の後を受けて，

181"~紀はフランスできわめて多彩市雌な文化の

花がj}小、た"げにであり，フランス文化の栄光が

ヨー 11ツノ、に)'11恥した"、?代であるが，その光由F



ある世紀のフランス美術の全貌を不すために，

絵画 ・彫刻はもとより， タピスリーや金銀細

工，家具，室内装飾品，陶磁端，jX裳など， 12群

に分類して 3 あらゆる分野にわたって作品が選

択された。ルーヴル美術館，ヴェルサイユ宵美

術館， パリ装飾美術館を中心として， フランス

各地の主要美術館から出品されたこれらの作品

群の中には 3 ワ卜ーの 『恋の音楽師~ ， シャノレ

ダンの 『トランフの城j， ブーシェの 『ホンハ

ドゥーノレ夫人j，フラゴナーノレの 『恋の苦しみ』

などの絵画， ピガノレの 『ヴィーナスと九鳥j，ウ

ードンの 『クツレックの胸像』などの彫刻， コワ

ベノレの下絵による『ドン ・キホーテ』のタピス

リー，マリー ・アントワネッ卜の肘掛椅子など

が数えられ，この時代の華やかな宮廷生活を背

景とした豪者な貴族趣味と，新興市民階級の堅

実な趣味とをうかがわせながら， ロマン派の先

駆とな ったフラゴナーノレや新古典主義の首領と

なるダヴィッドが登場して， 19世紀への道を聞

くまでのロココ文化の精華を綜合的に概観せし

めるものであった。

72 



巡回展記録

II{何1144年度

手会prlj: 59点 )彫刻J: 18点

.11)J 22 日 ~12月 21 日

会場=茨城県立県民文化センター

茨城以，同県教育委il会，県立美術|専物館，Il，j 

PA文化福祉事業団，茨城文化団体述合，茨城新

聞社と共m
人以ー才i-=63，514人

講演会記録

II{~ 不1144年度・Ikd立内洋美術館瓦季講座
117世紀フランス美術」

8 n 2日
/レイ1411tとそのH刊に I"J附秀爾

8)J91J 

プーサンと 占Jt4主義 佐々木:9:f也

8)J 16口

73 

クロード ・ロランと凪呆阿 千足1111行

8刀23日

ジョノレジュ ・ド・ラ ・トウーノレと光 県江光彦

8 )J 30 11 

シャンハーニュとジャンセニスム 穴沢 n犬

(講師はいずれも、I/Is'I点'Jj:業謀長および，~L~l)

• 118111:紀 フランスx1，1引民Jq-，'j: JJIJ講演会
10Jl18日

18111:あ己のヴェノレサイユ

ヴェルサ f ユ美術 ß'I:け'~IJ館 k ヒエーノレ ・ ノレモリーヌ
(通訳 i¥，'j li{iy秀繭)

10月25日

ロココの美術

|衣|立plj洋美術館長 山山利三郎

11月1日

ワトーの世界

美術史家坂111奇 JIJ

11月8日

72J延絵画と市民絵回

|司立西洋美術館主任研究官 It'~ I)清秀爾

11月15日

181止紀フランスの音楽

音楽評論家 遠山一行



資料

歳出歳入表

歳出予算表 (単位千円)

事項年度

国立西洋美
術館運営費

|人(こ伴う経費 jj: 
庶務部運営

事業部運営

特別展開催

巡回展開催

博物館等
特別経費

陳列館新営
敷地購入

一般研究費 9i 10J 117i 1刈 lJ129 山::|54::1 12:
施設設備整備

国立西洋美術
館創設費

備考

1 事業部運営欄 ( )書は，美術作品購入費である。

2 昭和38年度施設設備整備70.576千円は，講堂および事務庁舎の新営費である。

歳入実績 表 (単位千円〉

事項年度 34 I 35 36 37 38 39 40 41 

雑収入 23，395， 15， 166 10，589 19，647 24，501 43，997 26， 150 28，236 

l入一入I::: ;~;I ;:耐 10，259 19， 167 24，096 43，617 25，808 27， 726 
その他 789' 801 300 480 405 380 342 510 

年 度 別入館者総 数 (含特見慣〕

昭和34年度 584，861 昭和38年度 442，884 昭和42年度

昭和35年度 400，218 昭和39年度 1，003，284 昭和43年度

昭和36年度 280， 146 昭和40年度 319，987 昭和44年度

昭和37年度 299，419 l昭和41年度 690，231 
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37， 088
1 
53， 6~21 32， 6~7 1 

36， 587i 53，079 31，977 

543' 670 

567，490 

761，609 

312，291 



職員名簿

国立西洋美術館職員

昭和45年 3月31日現在

国立西洋美術館評議員会評議員

(五十音順)

1-1 .L 
1-1，じρ1114，.: ~;UII! 係 iピ

ti';I;'Ji:F庁"'，
山川Ill一点11館長

年;';;Ii・JHす"'，
ワリヂストンタ f司株式会n会長
イ{柿 11::二郎

え;子~f~ nl よ;';;11'Ji: f万'1"，J桁~ii'iU本i欠k
え::'fi¥'Ji:jち'1"，'

lt々 木智子):i'j'li'JU庁"'，

バと);(い4、'/I'H物f!i:μ:
稲IU 古以J

木Ji よi';:li'li:jγ，'0，'
栄次IJ!i古1¥

庶務課

J.!!;j方課1-i:
):ifli'Jq:庁"'，

4愛知県 ，'t: ~l/l~i大学長

上出f uJ:1I?1 

ih)，二

-匂-
J

パ
n-Et

1'1干i

肥後

JlJJ"J係以
):一部・Ji:FJ5'， 

じq;・j;:]';5'，'"， 
文雄，，4

・ノ
-r-、J，!!; F;5';~~ ，ì'1~ k ~ilW，: 

主計li'Ji:jす，';

);(nlilI4ウ:近代夫術館長

河北倫明

止によIU)J;():i';I; 'Ji:F;5" .... l，ril~J ，れ」|[(!;iS係iピ
よj'1'I¥'J; j苛""，

バυ;(II~\'/:近代)ヨl~i f!Î以

小林行雄

11，犬1'1:¥1' ピ;';:liH'，'"
rìl'~ß さち子主(fl)'h:65/，¥

114，:~引~fI抗長

山情誠一郎
乙弘大竹ι;';:liJii'， 

よi;:li'j;:F;5" .... 
2

・，J
H
1ノ

県
明
H

/卜'山.にi'，li1'Z'I"，
志郎陥徹ニ谷川

嘉子合山じ;1;1主""，
靖子

純子

) 1松

C
I
 

t--
h
-

れ"

よ[司)rJt:fJ5'('，" 

よ許li'J;:jす"'，

株式会社丸古社長

']iJ 忠

い4立j与'JJ;l;}JlH'Jf長
守rl1 作雄

WI子'1乙111)j]f-;}t ! 
孝):(j:lr'ji: 1':5'，'" 

11:公*JIII JIJj・~5i 1 
j兵川

長一川
辺文:';:11'Ji:1';5'，'" 

事業課
111 1-: 'iitJJ:行主計li'Ji: f;5'('， 

)jIEl I\~夫術館長

富永惣ー

-)心プ〈以事業"~~1，主
主;';:li1支""，

Uf:liJl勺ピ"'，
((iDi歩外;刈f仁{系k
ιi'iliJ主'('，"

小林jilt太郎

i前枝内藤

よ加すff}iY'， 

よu:g'Ji:f)5/，'f

設立

11米文化教育テレビ喜子組l交流協会
理・J~長

松方 三郎

細川|

秀尚ιー
バ
v
qJ
 

'
r
 

繁子
'ト糸
l

丈1Hiょ:ji:j:jf('，

-
1
 

.，イ
l(
 
光f主

千.lE

県白;

にi';:liH'I"，

Uf:1iJF'先""，
((JDli!llダIJ保(r:係長
ι;'i'liH'i"，' 

)!:!-:.武運山よifl¥-!Ji:r-.i'/I.... IEl I~詩文化会館主lJtj35国~Ji

松本亘治

Q藤とし子nm-5H 
大干11よ華航長

矢代幸雄

八王室出春樹

佐々木英也

λ:i'(1日支'，'1，"

J:任研究1"，・
((JD作放広報係長
えー官1¥技'，.':¥'

'Ji:j完補佐11

11二美

Hn子

パ
H
t山

、子l己

用j完H

月1j芳 l~

fI育美武田

'1'11':[11 幸恵
(休職)
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